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まちのニュース

た
め
の
環
境
整
備
へ
の
支
援
、
低

廉
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
促
進
の
働
き

か
け
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　

人
口
減
少
対
策
に
対
す
る  

　

支
援
に
つ
い
て　
　

　

急
速
な
人
口
減
少
に
緊
急
的
に

対
応
し
、本
町
版
「
職
住
育
近
接
」

を
実
現
す
る
た
め
、
移
住
・
若
者

流
出
対
策
お
よ
び
少
子
化
・
結
婚

対
策
の
拡
充
、
推
進
等
を
要
望
す

る
も
の
で
す
。

　　

地
方
交
付
税
総
額
の

　

確
保
充
実
に
つ
い
て　

　

人
口
減
少
に
よ
り
地
方
税
収
が

減
少
傾
向
で
あ
り
、
財
政
力
の
弱

い
過
疎
団
体
で
あ
る
本
町
が
、
地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
、
地

方
交
付
税
の
確
保
に
つ
い
て
要
望

す
る
も
の
で
す
。

　　

地
域
公
共
交
通
に
対
す
る

　

支
援
に
つ
い
て

　

自
家
用
車
な
ど
の
交
通
手
段
を

持
た
な
い
方
の
生
活
交
通
の
確

保
・
充
実
の
た
め
、
デ
マ
ン
ド
交

通
や
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
へ
の
財
政

支
援
等
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　

過
疎
対
策
事
業
債
の

　

必
要
額
確
保
に
つ
い
て

　

将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の

実
現
を
図
る
た
め
、
そ
の
財
源
と

な
る
過
疎
対
策
事
業
債
に
つ
い

て
、
必
要
額
の
確
保
を
要
望
す
る

も
の
で
す
。

　　

地
域
医
療
の
確
保
に
つ
い
て

　

地
域
住
民
の
健
康
を
守
る
た

め
に
、
町
立
病
院
の
持
続
可
能
で

安
定
し
た
運
営
が
可
能
と
な
る
よ

う
、
医
師
確
保
困
難
地
域
に
対
す

る
財
政
措
置
の
拡
充
な
ど
を
要
望

す
る
も
の
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

対
策
へ
の
継
続
支
援
に
つ
い
て

　

感
染
症
法
上
の
分
類
が
５
類
へ

移
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
医
療
、
保

健
、
福
祉
の
現
場
に
お
い
て
は
依

然
慎
重
な
対
応
を
取
ら
ざ
る
を
得

な
い
の
が
実
態
で
す
。

　

経
済
活
動
の
回
復
の
た
め
の
財

政
支
援
の
充
実
、
感
染
症
対
応
に

係
る
医
療
機
関
へ
の
支
援
継
続
に

つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　

グ
リ
ー
ン
社
会
の
実
現
に
向
け

　

た
施
策
の
充
実
に
つ
い
て

政
府
の
進
め
る
、
２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現

の
た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
の
た
め
の
各
施
策
の
拡
充
、

政
府
が
行
う
グ
リ
ー
ン
社
会
実
現

に
資
す
る
技
術
開
発
、
社
会
実
装

の
加
速
化
の
働
き
か
け
を
要
望
す

る
も
の
で
す
。

   　

木
材
の
安
定
供
給
体
制
を

　

構
築
す
る
た
め
の
支
援
の

　

強
化
に
つ
い
て

　

今
後
も
町
産
材
の
利
用
拡
大
を

進
め
て
い
く
た
め
、
間
伐
や
路
網

の
整
備
、
高
性
能
林
業
機
械
の
導

入
等
へ
の
支
援
、
森
林
経
営
計
画

制
度
の
主
伐
に
係
る
伐
採
制
限
の

要
件
緩
和
に
つ
い
て
要
望
す
る
も

の
で
す
。

　

森
林
境
界
明
確
化
事
業
に  

　

対
す
る
支
援
に
つ
い
て　

　

本
町
の
面
積
の
大
部
分
を
占
め

る
森
林
に
つ
い
て
、
航
空
レ
ー
ザ

測
量
成
果
を
活
用
し
た
森
林
境
界

明
確
化
の
取
組
み
に
対
す
る
支
援

お
よ
び
林
業
事
業
体
へ
の
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て

の
支
援
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　

　

有
害
鳥
獣
対
策
へ
の
支
援
に

　

つ
い
て

　

近
年
、
イ
ノ
シ
シ
等
の
野
生
鳥

獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
は
拡
大
傾

向
に
あ
り
、
広
域
的
な
被
害
防
止

対
策
へ
の
支
援
、
捕
獲
後
の
処
分

負
担
軽
減
の
た
め
の
広
域
を
対
象

と
す
る
処
理
施
設
整
備
等
に
対
す

る
支
援
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　

酪
農
業
の
持
続
可
能
な

　

支
援
に
つ
い
て

　

飼
料
価
格
が
高
騰
す
る
な
ど
酪

継 続
3

継 続
4

継 続
5

　町では、希望にあふれ、町民一人一人が生き生

きと活躍し輝く、未来につながる町を目指すため、

来年度の重要事業として次の項目を国や県に対し

要望していきます。

和６年度
白鷹町重要事業要望令

継 続
1　
白
鷹
高
等
専
修
学
校
へ
の 

　

支
援
の
充
実
に
つ
い
て

　

霞
城
学
園
高
校
技
能
連
携
校
と

し
て
高
等
学
校
卒
業
資
格
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
、
県
か
ら
も
補

助
金
交
付
を
受
け
て
い
ま
す
が
、

近
年
、
同
校
へ
の
入
学
者
は
置
賜

全
域
に
広
域
化
す
る
と
と
も
に
、

特
別
な
支
援
を
要
す
る
生
徒
の
入

学
も
増
え
て
お
り
、
財
政
支
援
に

つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の
た
め
の 

　

環
境
整
備
の
充
実
に
つ
い
て

　

社
会
全
般
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル

化
の
進
展
に
対
応
し
、
誰
も
が
参

加
で
き
、
多
様
性
あ
る
社
会
の
形

成
に
向
け
、
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
い

状
況
に
あ
る
た
め
、
安
定
し
た
経

営
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築

や
自
給
飼
料
生
産
を
推
進
す
る
た

め
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
要
望
す

る
も
の
で
す
。

　

国
道
３
４
８
号
の
高
規
格
化

　

に
よ
る
再
整
備
に
つ
い
て

　

山
形
市
へ
の
通
勤
や
通
学
、
買

い
物
な
ど
生
活
全
般
に
お
い
て
不

可
欠
な
路
線
で
あ
る
一
般
国
道

３
４
８
号
に
つ
い
て
、
利
用
者
や

近
隣
住
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保

し
、地
域
生
活
圏
の
発
展
の
た
め
、

高
規
格
化
に
よ
る
再
整
備
を
要
望

す
る
も
の
で
す
。

　

 

主
要
地
方
道
長
井
白
鷹
線 

　

 

道
路
改
築
事
業
の
推
進
に

　

 

つ
い
て

　

白
鷹
大
橋
が
開
通
し
た
長
井
白

鷹
線
に
つ
い
て
、
荒
砥
橋
工
区
以

東
～
白
鷹
町
役
場
前
区
間
の
道
路

改
良
の
早
期
着
手
、
無
歩
道
区
間

に
対
す
る
歩
道
の
設
置
に
つ
い
て

要
望
す
る
も
の
で
す
。

　

国
道
２
８
７
号
（
菖
蒲･ 　

 

　

下
山
地
内
）
道
路
改
築
事　

 

　

業
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

　

道
路
幅
が
狭
く
、
一
部
は
歩
道

が
未
整
備
で
あ
る
同
区
間
に
つ
い

て
、
早
期
の
改
修
を
要
望
す
る
も

継 続
6

継 続
2

継 続
11 10

継 続継 続
12

継 続
1415

継 続

継 続
7

継 続
8

継 続
9

新 規
13

16
継 続
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の
で
す
。

　

長
井
～
白
鷹
間
の
西
廻
り　

 
　

幹
線
道
路
整
備
の
早
期
着   

　

工
に
つ
い
て

　

産
業
振
興
や
職
住
近
接
等
の

生
活
環
境
を
整
え
る
う
え
で
重
要

な
役
割
を
果
た
す
、
幹
線
道
路
の

整
備
の
早
期
着
工
に
つ
い
て
要
望

す
る
も
の
で
す
。

　

一
般
県
道
深
山
下
山
線
黒
滝

　

橋
の
架
け
替
え
に
つ
い
て

　

大
型
車
両
等
の
ス
ム
ー
ズ
な
通

行
お
よ
び
周
辺
住
民
の
安
全
確
保

の
た
め
、
黒
滝
橋
の
架
け
替
え
と

一
般
県
道
深
山
下
山
線
の
改
良
に

向
け
た
調
査
の
早
期
着
手
に
つ
い

て
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想　

 

　

等
に
よ
る
個
別
最
適
な
学　

 

　

び
の
充
実
に
つ
い
て

　

新
時
代
を
担
う
人
材
教
育
や
、

児
童
生
徒
一
人
一
人
に
応
じ
た
個

別
最
適
化
し
た
学
習
を
早
期
に
実

現
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
次
世
代
型
の
教
育
展
開
へ
の
財

政
支
援
の
拡
充
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
な
ど
の
専
門

家
の
計
画
的
配
置

を
要
望
す
る
も
の

で
す
。

６月 20 日（火）、要望書を受け取る

青木県議（右）

ＴＯＷＮ ＮＥＷＳ

束のひまわり（ひがしね保育園：６月８日）

「ひまわりの絆プロジェクト」で交通安全を誓う約
　輪禍に巻き込まれた男の子が育てたひまわりの種は

警察官に託され、種を引き継ぎ植栽する活動「ひまわ

りの絆プロジェクト」が全国に広がっています。

　この日はひがしね保育園（中村裕之園長）の園児ら

が、警察官からプロジェクトの説明をうけ、地域の方々

の協力のもと、同園敷地内の花壇に種を一つ一つ丁寧

に植え込み、大輪の花が咲くようにと水かけを行いま

した。同プロジェクトは、植栽を通じ亡くなられた男

の子に思いを馳せ、命の大切さを学ぶ目的で行われて

おり、参加者全員で交通安全を誓いました。

17
継 続

19
継 続 新 規

18

６月 20 日（火）、要望書を受け取る

五十嵐県議（右）

６月 23 日（金）、要望書を受け取る

星置賜総合支庁長（右）

っすぐ、しなやかな心に育つよう―（愛真こども園：７月７日）

「人権七夕」で思いやりの心を育む真
　子どもたちの思いやりの心を育む「人権七夕」が、

愛真こども園（山本幸子園長）で行われました。

　これは米沢人権擁護委員協議会（鈴木和夫会長）が、

人権への理解を深めようと 30 年ほど前から続けてい

るもので、委員の方が読む紙芝居では、「相手が嫌がる

ことはしない」、「相手の気持ちを思いやる」ことを園

児たちは学びました。七夕に合わせ開催された人権教

室。園児たちは日本の季節行事を体験し、織り姫とひ

こ星の物語を教わった後、それぞれの願い事を記した

短冊を笹竹に飾り付けました。
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まちのニュース

　

こ
の
度
、
行
政
相
談
委

員
の
田
中
惠
治
さ
ん
（
畔

藤
）
が
永
年
の
業
績
を
た

た
え
ら
れ
、
東
北
管
区
行

政
評
価
局
長
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
行
政
相
談

委
員
は
総
務
大
臣
か
ら
委

永
年
に
わ
た
る
業
績
を
た
た
え
―

東
北
管
区
行
政
評
価
局
長
表
彰
を
受
賞

表
彰
状
を
掲
げ
る
田
中
さ
ん

嘱
を
受
け
、
住
民
と
行
政

の
間
に
立
ち
行
政
問
題
の

解
決
に
努
め
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

受
賞
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
梅
津
ト
シ
子

（
荒
砥
乙
）
さ
ん
に
、
山

形
県
観
光
物
産
事
業
功
労

者
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
梅
津
さ
ん
は
「
し
ら

た
か
旅
先
案
内
人
」
と
し

て
、
永
年
に
わ
た
り
白
鷹

町
の
観
光
案
内
に
取
り
組

町
の
観
光
振
興
と
発
展
に
永
年
に
わ
た
り
尽
力
―

山
形
県
観
光
物
産
事
業
功
労
者
表
彰
を
受
賞

む
と
と
も
に
、
同
団
体
会

長
在
任
時
は
、
養
成
講
座

を
企
画
す
る
な
ど
、
組
織

の
育
成
・
発
展
に
ご
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

表
彰
状
を
掲
げ
る
梅
津
さ
ん

佐
藤
町
長
（
右
）
小
野
桶
川
市
長
（
左
）

大
野
埼
玉
県
知
事
（
中
央
）

　

本
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
活
動
し
て
き
た
笹
本
冨

士
子
さ
ん
（
埼
玉
県
出
身
）
が

退
任
さ
れ
、
６
月
23
日
に
退
任

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

笹
本
さ
ん
は
令
和
２
年
４
月

に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

着
任
し
、
主
に
紅
花
栽
培
の
支

援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

任
期
中
に
は
６
次
産
業
化
に
関

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
通

い
、
商
品
開
発
に
つ
い
て
研
究

し
、
紅
花
の
新
た
な
商
品
化
に

も
力
を
注
い
で
い
た
だ
き
ま
し

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

笹
本
冨
士
子
さ
ん
が
退
任
、
集
落
支
援
員
へ

井
上
奏か
な
た風
さ
ん
が
着
任　

鷹
山
地
区
を
中
心
に
農
業
に
従
事

た
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
の
中

で
、
新
た
な
視
点
で
の
取
り
組

み
を
さ
ま
ざ
ま
展
開
し
た
多
方

面
で
の
活
動
に
対
し
、
佐
藤
町

長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
今
後
は
十
王
地
区
の
集
落

支
援
員
と
し
て
地
域
の
活
性
化

に
寄
与
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
７
月
よ
り
、
新
た
に
井

上
奏
風
さ
ん
が
協
力
隊
に
着
任

し
ま
し
た
。
今
後
、
鷹
山
地
区

を
拠
点
に
農
業
に
従
事
し
、
地

域
の
一
員
と
し
て
同
地
区
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

感
謝
状
を
受
け
取
る
笹
本
さ
ん
（
右
写
真
）

委
嘱
状
を
受
け
取
る
井
上
さ
ん
（
左
写
真
）

　

令
和
元
年
６
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

て
か
ら
約
４
年
、
白
鷹
町

立
図
書
館
（
中
川
栄
子
館

長
）
で
は
６
月
26
日
に
来

館
者
が
10
万
人
を
突
破

し
、
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
を

行
い
ま
し
た
。

　

10
万
人
目
の
来
館
者

は
、
長
井
市
か
ら
訪
れ
た

菅
原
望み

ら楽
ち
ゃ
ん
で
、
母

の
佳
織
さ
ん
、
祖
母
の
ひ

ろ
み
さ
ん
と
初
め
て
訪
れ

ま
し
た
。
衣
袋
教
育
長
か

ら
図
書
カ
ー
ド
１
万
円

分
、
図
書
館
か
ら
は
、
物

地
域
か
ら
愛
さ
れ
る
図
書
館
に
―

白
鷹
町
立
図
書
館　

来
館
者
数
10
万
人
を
突
破

語
（
中
川
館
長
著
）、
ス

タ
ッ
フ
手
作
り
の
工
芸
品

が
記
念
品
と
し
て
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

白
鷹
町
立
図
書
館
で

は
、
来
館
者
が
楽
し
め
る

よ
う
に
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
を
凝
ら
し
た
展
示
や

企
画
、
多
数
の
イ
ベ
ン
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
川

館
長
か
ら
は
、「
地
域
に

一
層
愛
さ
れ
る
図
書
館
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
町
立
図
書
館
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
」
と

今
後
へ
の
抱
負
を
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

記
念
品
を
受
け
取
る

菅
原
さ
ん
家
族
（
中
央
）
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県
民
み
ん
な
で
支
え
る
森
づ
く
り
―
―

緑
の
少
年
団　

や
ま
が
た
森
の
感
謝
祭
２
０
２
３

　

６
月
３
日
に
県
民
の
森
（
山

形
市
）
で
開
催
さ
れ
た
「
や
ま

が
た
森
の
感
謝
祭
２
０
２
３
」

に
白
鷹
町
緑
の
少
年
団
（
東
根

小
学
校
５
年
生
17
名
）
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
み
ど
り
を
育

む
県
民
運
動
と
し
て
、
県
内
各

市
町
村
の
緑
の
少
年
団
が
参
加

し
て
行
わ
れ
、
盛
大
な
セ
レ
モ

ニ
ー
、
記
念
植
樹
、
森
林
散
策

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
白
鷹

町
緑
の
少
年
団
も
記
念
植
樹
や

森
林
散
策
で
県
内
各
地
か
ら
参

加
し
た
緑
の
少
年
団
と
交
流
を

深
め
、
楽
し
く
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

山
形
県
緑
の
少
年
団
連
盟
の

会
長
を
務
め
る
佐
藤
町
長
も
出

席
し
、
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
記
念
植
樹
を
行

い
、
「
大
変
有
意
義
な
時
間
で

し
た
。
」
と
話
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
児
童
で
記
念
撮
影

佐
藤
町
長
（
右
）
小
野
桶
川
市
長
（
左
）

大
野
埼
玉
県
知
事
（
中
央
）

紅
花
を
通
し
て
つ
な
が
る
縁
―
―

埼
玉
県
桶
川
市
と
紅
花
友
好
都
市
協
定
を
結
ぶ

　

本
町
と
埼
玉
県
桶
川
市
は
６

月
17
日
に
「
紅
花
友
好
都
市
協

定
」
を
結
び
ま
し
た
。
両
市
町

は
、
紅
花
を
ま
ち
づ
く
り
や
観

光
Ｐ
Ｒ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
お

り
、
２
０
１
５
年
度
か
ら
交
流

を
深
め
て
き
ま
し
た
。
本
協
定

で
は
、
紅
花
を
通
じ
て
つ
な

が
っ
た
縁
を
大
切
に
、
紅
花
文

化
の
保
存
・
継
承
に
努
め
、
観

光
な
ど
の
幅
広
い
分
野
で
の
交

流
を
通
じ
、
互
い
の
発
展
と
恒

久
的
な
友
好
関
係
を
構
築
す
る

と
し
て
い
ま
す
。

　

調
印
式
は
、「
べ
に
花
ま
つ

り
」
会
場
の
、
桶
川
市
城
山
公

園
で
行
わ
れ
、
佐
藤
町
長
と
小

野
克
典
桶
川
市
長
が
協
定
書
を

交
わ
し
、
大
野
元
裕
埼
玉
県
知

事
が
見
届
け
ま
し
た
。

町
の
安
全
・
安
心
を
守
る
消
防
団

令
和
５
年
白
鷹
町
消
防
団
訓
練
査
閲
を
実
施

　

白
鷹
町
消
防
団
（
佐
藤
貴
光

団
長
）
に
よ
る
令
和
５
年
度
訓

練
査
閲
が
役
場
駐
車
場
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
査
閲
は
、
消
防
ポ
ン
プ

の
確
実
な
取
り
扱
い
と
基
本
動

作
を
身
に
付
け
、
技
術
の
向
上
、

士
気
高
揚
を
図
り
消
防
力
強
化

の
確
立
を
目
指
し
行
わ
れ
る
も

の
で
す
。
ポ
ン
プ
車
・
小
型
ポ

ン
プ
ご
と
に
操
作
が
行
わ
れ
、

猛
暑
の
中
、
こ
れ
ま
で
の
訓
練

の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、

各
班
と
も
素
晴
ら
し
い
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
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日
本
消
防
協
会
長
表
彰

◆
精
績
章　
　

　

第
一
分
団　

分
団
長　

福
嶋　

貴
士

◆
勤
続
章

　

本　
　

部　

副
団
長　

佐
藤　

貴
光

　

第
二
分
団　

団　

員　

樋
口　

秀
人

　

第
三
分
団　

団　

員　

松
下　
　

茂

　

第
三
分
団　

団　

員　

菅
原　

和
彦

　

第
三
分
団　

団　

員　

高
田　
　

博

　

第
一
分
団　

副
部
長　

橋
本　

寛
之

　

第
三
分
団　

副
部
長　

伊
藤　
　

薫

　

第
三
分
団　

副
部
長　

岡
崎　

悟
司

　

第
五
分
団　

副
部
長　

高
橋　
　

学

　

第
五
分
団　

副
部
長　

鈴
木　

栄
裕

　

第
一
分
団　

班　

長　

新
保　

寿
男

　

第
二
分
団　

班　

長　

土
屋　

吉
広

　

第
三
分
団　

班　

長　

髙
橋　
　

敦

　

第
四
分
団　

班　

長　

奥
山　

正
幸

　

第
五
分
団　

班　

長　

吉
田　

幸
寛

◆
家
族
功
労
章

　

第
三
分
団　
　
　
　
　

野
口　

由
子

　

第
五
分
団　
　
　
　
　

大
滝
久
美
子

　

第
五
分
団　
　
　
　
　

菅
間
真
由
美

◆
永
年
勤
続
退
団
者
表
彰
（
勤
続
20
年
以
上
）

　

元
第
二
分
団　

分
団
長　

佐
藤　

福
一

　

元
第
五
分
団　

分
団
長　

梅
津　

智
彰

　

元
第
三
分
団　

副
分
団
長　

髙
橋　

秋
博

　

元
第
一
分
団　

部　

長　

今
野　

善
則

　

元
第
一
分
団　

部　

長　

髙
橋　
　

浩

　

元
第
一
分
団　

部　

長　

黒
田　
　

哲

　

元
第
一
分
団　

班　

長　

小
林　

勝
良

　

元
第
三
分
団　

班　

長　

木
口　
　

豊

　

元
第
二
分
団　

団　

員　

中
山　

孝
之

山
形
県
消
防
協
会
長
表
彰

◆
竿
頭
綬　
　
　

第
五
分
団

◆
優
良
章

　

第
一
分
団　

班　

長　

長
谷
部　

研

　

第
一
分
団　

班　

長　

金
田　
　

学

　

第
一
分
団　

班　

長　

菅
原　
　

岬

　

第
一
分
団　

班　

長　

金
田　

信
広

　

第
二
分
団　

班　

長　

山
口　

直
人

　

第
二
分
団　

班　

長　

小
口　

嘉
恵

　

第
三
分
団　

班　

長　

川
村　

武
広

　

第
三
分
団　

班　

長　

青
木　

正
幸

　

第
三
分
団　

班　

長　

鈴
木　

亮
太

　

第
三
分
団　

班　

長　

橋
本　

宏
幸

　

第
四
分
団　

班　

長　

梅
津　
　

嵩

　

第
五
分
団　

班　

長　

鈴
木　

康
太

　

第
五
分
団　

班　

長　

笹
原　

淳
一

　

第
五
分
団　

団　

員　

小
形　

匠
善

◆
永
年
勤
続
章
（
40
年
）

　

第
二
分
団　

団　

員　

伊
藤　

俊
和

◆
永
年
勤
続
章
（
35
年
）

　

第
二
分
団　

団　

員　

横
沢　

新
一

◆
永
年
勤
続
章
（
30
年
）

　

第
二
分
団　

団　

員　

石
山　

雄
一

　

第
三
分
団　

団　

員　

野
口　

啓
三

　

第
四
分
団　

団　

員　

髙
田　

慎
一

　

第
五
分
団　

団　

員　

大
滝　

邦
弘

　

第
五
分
団　

団　

員　

大
滝　

敏
広

　

第
五
分
団　

団　

員　

梅
津　

祐
一

　

第
五
分
団　

団　

員　

菅
間　
　

務

◆
永
年
勤
続
章
（
25
年
）

　

第
一
分
団　

部　

長　

渋
谷　

直
樹

　

第
一
分
団　

団　

員　

遠
藤　

晴
海

山
形
県
知
事
表
彰

◆
金
条
章　
　
　

第
三
分
団

◆
特
別
功
労
章

　

第
二
分
団　

副
分
団
長　

中
島　

宗
春

　

第
三
分
団　

副
分
団
長　

川
井　

竜
雄

　

第
五
分
団　

副
分
団
長　

髙
橋　

純
一

　

第
一
分
団　

部　

長　

渋
谷　

直
樹

◆
功
労
章　

　

第
一
分
団　

部　

長　

岡
部　

健
史

　

第
四
分
団　

部　

長　

大
滝　

智
和

　

第
五
分
団　

部　

長　

小
形　

真
彦

　

第
一
分
団　

副
部
長　

片
山　

充
治

　

第
二
分
団　

副
部
長　

熊
坂　

嘉
門

　

第
三
分
団　

副
部
長　

金
子　

大
樹

　

第
三
分
団　

副
部
長　

奥
山　

友
和

◆
功
績
章　

　

第
五
分
団　

部　

長　

梅
津　

仁
美

　

第
一
分
団　

副
部
長　

後
藤　
　

匡

　

第
一
分
団　

副
部
長　

齋
藤　

良
彦

　

第
二
分
団　

副
部
長　

長
谷
部
伸
也

　

第
二
分
団　

副
部
長　

伊
藤　

純
輝

　

第
四
分
団　

副
部
長　

梅
津　

雅
紀

　

第
五
分
団　

副
部
長　

小
松　

裕
介

　

第
三
分
団　

班　

長　

塚
原　

雅
人

　

第
三
分
団　

班　

長　

須
藤　

陽
介

　

第
三
分
団　

班　

長　

渡
邉
健
太
郎

◆
精
練
章

　

第
一
分
団　

副
部
長　

小
林　

政
雄

消
防
庁
長
官
表
彰

◆
永
年
勤
続
功
労
章　
　

　

本　
　

部　

副
団
長　

児
玉　

秀
朗

令和５年度令和５年度    消防関係表彰者消防関係表彰者

　

第
一
分
団　

団　

員　

岡
部　

秋
彦

　

第
一
分
団　

団　

員　

金
子　

哲
治

　

第
二
分
団　

団　

員　

齋
藤　

和
洋

　

第
三
分
団　

団　

員　

竹
田　

則
幸

　

第
三
分
団　

団　

員　

五
十
嶺
恒
志

　

第
三
分
団　

団　

員　

伊
藤　

吉
架

　

第
四
分
団　

団　

員　

齋
藤　

和
広

　

第
四
分
団　

団　

員　

大
宮　

孝
幸

　

第
四
分
団　

団　

員　

大
滝　

智
治

　

第
五
分
団　

団　

員　

鈴
木　
　

怜

　

第
五
分
団　

団　

員　

小
形
勇
二
郎

　

第
五
分
団　

団　

員　

菅
原　

文
和

　

第
五
分
団　

団　

員　

土
屋　

貴
博

◆
永
年
勤
続
章
（
20
年
）

　

第
四
分
団　

副
分
団
長　

吉
田　

隆
二

　

第
二
分
団　

部　

長　

加
藤　

嘉
智

　

第
三
分
団　

部　

長　

梅
津　

智
也

　

第
二
分
団　

副
部
長　

樋
口
洋
一
郎

　

第
四
分
団　

副
部
長　

竹
田　

茂
樹

　

第
五
分
団　

副
部
長　

鈴
木　

栄
裕

　

第
五
分
団　

副
部
長　

小
松　

裕
介

　

第
五
分
団　

団　

員　

小
形　

千
春
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第
二
分
団　

団　

員　

佐
藤　

真
光

　

第
三
分
団　

団　

員　

新
野　
　

学

　

第
三
分
団　

団　

員　

長
沼　

貴
也

　

第
三
分
団　

団　

員　

鈴
木　

克
彦

　

第
三
分
団　

団　

員　

鈴
木　
　

浩

　

第
三
分
団　

団　

員　

小
口　

政
則

　

第
三
分
団　

団　

員　

五
十
嵐
政
樹

　

第
五
分
団　

団　

員　

髙
橋
綱
一
郎

　

第
五
分
団　

団　

員　

新
野　

雄
大

　

第
四
分
団　

団　

員　

金
田
将
太
郎

　

第
五
分
団　

団　

員　

菅
原　
　

勝

　

第
五
分
団　

団　

員　

中
嶋　

亮
介

　

第
五
分
団　

団　

員　

川
井　

久
大

　

第
五
分
団　

団　

員　

紺
野　

成
人

◆
優
良
消
防
運
転
手
表
彰

　

第
二
分
団　

班　

長　

荒
木　

智
之

　

第
五
分
団　

班　

長　

吉
田　

幸
寛

白
鷹
町
長
感
謝
状

◆
幹
部
退
団
者

　

前
本　

部　

団　

長　

平　
　

盛
和

　

前
第
三
分
団　

部　

長　

小
林　
　

裕

◆
永
年
勤
続
退
団
者
（
勤
続
15
年
以
上
の
団
員
）

　

前
第
一
分
団　

団　

員　

馬
場　

範
之

　

前
第
一
分
団　

団　

員　

長
谷
部
淳
一

　

前
第
一
分
団　

団　

員　

橋
本　

秀
和

　

前
第
一
分
団　

団　

員　

菅　
　

徳
幸

　

前
第
三
分
団　

団　

員　

高
田　
　

博

　

前
第
三
分
団　

団　

員　

橋
本　

達
也

　

前
第
四
分
団　

団　

員　

菊
地　

博
紀

　

前
第
四
分
団　

団　

員　

加
藤　

和
芳

　

前
第
五
分
団　

団　

員　

大
木　

大
輔

　

◆
内
助
の
功
労
者　
　
　

　

第
一
分
団　
　
　
　
　

遠
藤
奈
津
子

　

第
一
分
団　
　
　
　
　

金
子　

紀
子

　

第
二
分
団　
　
　
　
　

羽
田　
　

睦

　

第
二
分
団　
　
　
　
　

齋
藤　

朋
子

　

第
三
分
団　
　
　
　
　

竹
田　
　

希

　

第
五
分
団　
　
　
　
　

笹
原　
　

恵

　

第
五
分
団　
　
　
　
　

菅
間　

祐
美

　

第
五
分
団　
　
　
　
　

小
形
久
美
子

　

第
五
分
団　
　
　
　
　

小
形　

祥
子

◆
消
防
団
協
力
事
業
所　

　

株
式
会
社　

布
施
工
務
店　

　
　
　

代
表
取
締
役　
　

布
施　
　

健

▼消防庁長官表彰…永年勤続功労章１名　 ▼山形県知事表彰…金条章１団体／特別功労章４名／功労章７名／功績章

10 名／精練章 11 名／家族功労章３名／永年勤続退団者表彰９名　 ▼日本消防協会長表彰…精績章１名／勤続章６名

▼山形県消防協会長表彰…竿頭綬１団体／優良章 14 名／永年勤続章 (40 年 ) １名 (35 年 ) １名 (30 年 ) ７名（25 年）

15 名（20 年）30 名（15 年）21 名　 ▼山形県消防協会西置賜支部長表彰…優良機関表彰１団体／優良消防団員表彰 20

名／優良運転手表彰２名　 ▼白鷹町長感謝状…幹部退団者２名／永年勤続退団者９名／内助の功労者９名／消防団協

力事業所１事業所　 ▼白鷹町消防団長表彰…優良消防団員 19 名

白
鷹
町
消
防
団
長
表
彰

◆
賞
詞
（
勤
続
13
年
以
上
）

　

第
一
分
団　

団　

員　

髙
橋　

知
之

　

第
一
分
団　

団　

員　

中
川　

拓
也

　

第
一
分
団　

団　

員　

中
川　

真
澄

　

第
一
分
団　

団　

員　

小
谷
部　

哲

　

第
一
分
団　

団　

員　

梅
津　

貴
善

　

第
二
分
団　

団　

員　

小
口　

貴
幸

　

第
二
分
団　

団　

員　

大
滝　

祥
平

　

第
三
分
団　

団　

員　

吉
田　
　

賢

　

第
三
分
団　

団　

員　

新
野　

修
平

　

第
三
分
団　

団　

員　

横
山　

水
也

　

第
三
分
団　

団　

員　

竹
田　

雄
大

　

第
四
分
団　

団　

員　

五
十
嶺
真
人

　

第
四
分
団　

団　

員　

海
老
名
裕
也

　

第
四
分
団　

団　

員　

小
林　
　

誠

　

第
五
分
団　

班　

長　

岡
田　

隆
希

　

第
五
分
団　

団　

員　

新
野　

暁
彦

　

第
五
分
団　

団　

員　

遠
藤　

政
満

　

第
五
分
団　

団　

員　

中
嶋　

亮
介

　

第
五
分
団　

団　

員　

鈴
木　

智
也

（
※
敬
称
略
）

　

第
一
分
団　

班　

長　

小
林　
　

祟

　

第
一
分
団　

班　

長　

植
木　
　

誠

　

第
一
分
団　

班　

長　

土
屋　

克
志

　

第
一
分
団　

班　

長　

岡
部　
　

典

　

第
一
分
団　

班　

長　

土
屋　

雅
人

　

第
二
分
団　

班　

長　

樋
口　

一
弥

　

第
四
分
団　

班　

長　

今
野　
　

寛

　

第
四
分
団　

班　

長　

鈴
木　

武
範

　

第
一
分
団　

団　

員　

小
松　

応
行

　

第
一
分
団　

団　

員　

児
玉　

匡
樹

　

第
二
分
団　

団　

員　

佐
竹　

善
幸

　

第
二
分
団　

団　

員　

山
口　

秀
輝

　

第
二
分
団　

団　

員　

佐
藤　

達
道

　

第
三
分
団　

団　

員　

橋
本　

勝
則

　

第
三
分
団　

団　

員　

松
野　

嘉
範

　

第
三
分
団　

団　

員　

川
村　

堂
洋

　

第
四
分
団　

団　

員　

加
藤　

博
之

　

第
四
分
団　

団　

員　

鈴
木　

寿
季

　

第
四
分
団　

団　

員　

峯
田　

嘉
和

　

第
五
分
団　

団　

員　

矢
羽
木
達
志

　

第
五
分
団　

団　

員　

衣
袋　

正
芳

　

第
五
分
団　

団　

員　

志
田　
　

淳

　

第
五
分
団　

団　

員　

新
野　

直
樹

◆
永
年
勤
続
章
（
15
年
）

　

第
二
分
団　

副
部
長　

長
谷
部
伸
也

　

第
二
分
団　

班　

長　

樋
口
賢
太
郎

　

第
二
分
団　

班　

長　

山
岸　

竜
矢

　

第
三
分
団　

班　

長　

菅
原　

秀
俊

　

第
五
分
団　

班　

長　

菅
間　

貴
文

　

第
一
分
団　

団　

員　

荘
子　

高
志

　

第
一
分
団　

団　

員　

金
田　

雄
太

　

第
一
分
団　

団　

員　

今
野　

正
善

　

第
一
分
団　

団　

員　

樋
口　
　

喬

　

第
一
分
団　

団　

員　

片
倉　

拓
朗

山
形
県
消
防
協
会

　
　
　

西
置
賜
支
部
長
表
彰

◆
優
良
機
関
表
彰　

　
　
　
　
　

第
三
分
団
第
五
部
第
三
班

◆
優
良
消
防
団
員
表
彰

　

第
二
分
団　

部　

長　

樋
口　

和
貴

　

第
一
分
団　

班　

長　

岡
部　
　

典

　

第
一
分
団　

班　

長　

新
野　
　

豊

　

第
一
分
団　

班　

長　

大
瀧　

洋
平

　

第
一
分
団　

班　

長　

児
玉　

大
樹

　

第
一
分
団　

班　

長　

川
村　

竜
二

　

第
二
分
団　

班　

長　

布
川　

和
浩

　

第
二
分
団　

班　

長　

関　
　
　

穣

　

第
三
分
団　

班　

長　

安
達　

陽
介

　

第
三
分
団　

班　

長　

菅
原　

秀
俊

　

第
三
分
団　

班　

長　

平　
　

由
唯

　

第
五
分
団　

班　

長　

新
野　

晃
一

　

第
三
分
団　

団　

員　

小
関　

健
太

　

第
三
分
団　

団　

員　

新
野　

修
平

　

第
四
分
団　

団　

員　

今
野　

大
史

　

第
四
分
団　

団　

員　

佐
藤　

聖
之

　

第
五
分
団　

団　

員　

新
野　

雄
大



【応募先 ・ 問い合わせ】 〒 992-0892 白鷹町大字荒砥甲 833 番地　総務課総務係　☎ 85-6120

募集職種 受　験　資　格

上級行政職

次のいずれかに該当する方
①昭和 54 年４月２日から平成 14 年４月１日までに生まれた方
②平成 14 年４月２日以降に生まれた方で、学校教育法による大学（短期大学を除く）およびこれと同等
　と認められる学校を卒業した方、または令和６年３月までに卒業見込みの方

上級専門職

（土木）
昭和 54 年４月２日から平成 14

年４月１日までに生まれた方で、

次の①②いずれかに該当する方

①学校教育法による大学（短期大学を除く）およびこれと同等と認め
　られる学校において、「土木」に関する専門課程を修了し卒業した方、
　または令和６年３月までに卒業見込みの方
②次の資格を有する方
　ア）１級または２級土木施工管理技士

上級専門職

（建築）

①学校教育法による大学（短期大学を除く）およびこれと同等と認め
　られる学校において、「建築」に関する専門課程を修了し卒業した方、
　または令和６年３月までに卒業見込みの方
②次のいずれかの資格を有する方
　ア）１級または２級建築士　イ）１級または２級建築施工管理技士

保健師
平成６年４月２日から平成 14 年４月１日までに生まれた方で、保健師の資格を有する方、または令和６

年３月までに当該資格を取得する見込みの方

初級行政職 平成 14 年４月２日から平成 18 年４月１日までに生まれた方 ※ただし、学校教育法による大学

（短期大学を除く）およびこれと

同等と認められる学校を卒業した

方、または令和６年３月までに卒

業見込みの方は受験できません。

初級専門職

（土木）

平成 14 年４月２日から平成 18 年４月１日までに生まれた方で、学

校教育法による高等学校、短期大学、高等専門学校およびこれらと

同等と認められる学校において、「土木」に関する専門課程を修了し

卒業した方、または令和６年３月までに卒業見込みの方

あなたの挑戦があなたの挑戦が
　　　　  　　　　  白白

ま ちま ち

鷹鷹をを熱く熱くする！する！
　　　　　　   

９月 17 日  日
【第１次試験】

●採用予定人員：いずれも若干名

●試験内容

【第１次試験】SPI3( 基礎能力検査、性格検査 )、

　　　　　　 作文試験

【第２次試験】面接試験

●受験申込

（１）持参または郵送により提出する場合

　採用試験申込書に必要事項を記入し、写真を貼付して、

総務課総務係（役場２階）に提出してください。

　郵送で提出の場合は、８月９日（水）必着です。

（２）Ｅメールにより提出する場合

　採用試験申込書に必要事項を入力し、顔写真画像を写

真欄に貼付の上、下記アドレスに送付ください。

提出先アドレス

【saiyou-shirataka@so.town.shirataka.yamagata.jp】

受付最終日の８月９日（水）は午後５時 15 分必着です。

要項・申込書は役場総務課でも配付します。

　　　　募集要項・申し込みホームページ▶

募集職種 受　験　資　格

薬剤師 昭和 57 年４月２日以降に生まれた方で、薬剤師の免許を有する方、または来春資格取得見込の方

診療放射線技師 昭和 57 年４月２日以降に生まれた方で、診療放射線技師の免許を有する方、または来春資格取得見込の方

看護師 昭和 57 年４月２日以降に生まれた方で、看護師の免許を有する方、または来春資格取得見込の方

【応募先・問い合わせ】〒 992-0831 白鷹町大字荒砥甲 501 番地　白鷹町立病院事務局　☎ 85-2155

令和６年度採用 白鷹町職員採用試験のご案内

※第２次試験は 10 月中・下旬予定
《申込受付期間》８月９日  水  まで

令和６年度採用 白鷹町病院事業職員採用試験のご案内

●採用予定人員：いずれも若干名

●試験日程

【第１次試験】小論文試験　９月 17 日（日）

【第２次試験】面接試験　 10 月　

             （詳細は追ってお知らせします。）

●受験申込期間

７月 18 日（火）～８月９日（水）必着

●選考結果

10 月末日までに書面で通知します。

募集詳細は
ホームページをご覧ください▲
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■参加資格

・健康で自分が希望するコースを完走

　できる方

・５ｋｍ壮年男子の部は、2023年　

　９月23日現在で、満40歳以上の方

■種目

　 ▽  ハーフマラソン

　（制限時間２時間50分） 

　　①一般男子の部　

　　②一般女子の部

　 ▽  10km

　　①高校の部

　　②一般男子の部　

　　③一般女子の部

　 ▽  ５km　

　　①女子の部（高校生以上）

　　②壮年男子の部

　 ▽  ３km　

　　①中学男子の部

　　②中学女子の部

　 ▽  ２km　小学生以上

■参加料

　一　般………3,000円
（２km の部は2,000円）
　高校生………2,000円
　小・中学生…1,000円

■参加申込

（１）「払込取扱票」による申込

①申込方法：パンフレットにある「払

　込取扱票」にすべてご記入のうえ、

　最寄りの郵便局にて参加料を添えて

　お申し込みください。

②申込期限：７月31日（月） 必着

（２）「インターネット」による申込

①申込方法：アールビーズ (ランナー

　ズ ) ホームページ RUNNET からお申

　し込みください。※ HMCC に参加を

　希望される方は、必ず RUNNET から

　お申し込みください。

②申込期限：７月31日（月） 必着

　※ RUNNET「ゆずれ～る」ご利用成立

　　の場合も７月31日（月）必着

■表彰

・２km、３km、５km の部は６位まで　

　表彰

・ 10km 及びハーフマラソンの部は、

　男女とも 30 歳未満、 30 歳代、　　

　40 歳代、 50 歳代、 60 歳代、 70

　歳以上の年齢区分ごと６位まで表彰

・２km の部小学生は各学年男女６位

　まで表彰（１位はメダル授与）

　※２kmの部一般の表彰はありません。

　　　　　　　　　　　　　【申し込みに関する問い合わせ】　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育委員会生涯スポーツ係 「白鷹若鮎マラソン大会実行委員会事務局」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎85-6147（直通） / [HP] https://www.town.shirataka.lg.jp/1280.htm

白鷹若鮎マラソン大会は、スポーツ振興くじ助成を受けています。

スポーツ振興くじ助成金は、東陽グランドや野球場・ソフトボール場の改修など、

白鷹町の多くの施設に使われています。スポーツくじの購入にご協力ください。

■その他

（１）駐車場

　白鷹町スポーツ公園駐車場　

　山形県西置賜郡白鷹町大字鮎貝　

　1593-2

　無料シャトルバスにより、会場に

　送迎します。

（2） RUN as ONE – Tokyo

　　  Marathon 2024 （一般）　

　ハーフマラソンの部、10ｋｍの

　部を完走した方から抽選で３名に

　東京マラソン2024の出走権が

　与えられます。（エントリー料及び

　交通費等の経費は自己負担となり

　ます。）

（３）HMCC（ハーフマラソンチャ

　　　レンジカップ）

　白鷹若鮎マラソン大会は、一般財

　団法人アールビーズ財団が実施し

　ている HMCC（ハーフマラソン

　チャレンジカップ）参加大会です。

　一定の記録を達成した方に HMCC

　事務局から賞が授与されます。詳

　しくは、大会ホームページをご覧

　ください。

　スタート／フィニッシュ

白鷹町立蚕桑小学校

 第58回
 白鷹若鮎マラソン大会

9．23 SATURDAY土・秋分の日
　　　秋　　　秋の蚕桑路をの蚕桑路をランナーランナーたちがたちが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駆け抜ける駆け抜ける
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■
日
本
赤
十
字
社
の
災
害
義
援
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

５
月
に
発
生
し
た
能
登
地
方
の
地

震
や
６
月
に
発
生
し
た
台
風
２
号
等

の
影
響
に
よ
る
大
雨
に
よ
り
、
各
地

で
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
被
災

さ
れ
た
方
を
支
援
す
る
た
め
、
日
本

赤
十
字
社
で
は
、
義
援
金
を
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
義
援
金
は
、
全
額
を
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ま
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

な
お
、
個
人
・
法
人
か
ら
の
２
千

１
円
以
上
の
義
援
金
は
、
税
制
上
の

優
遇
措
置
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
事

務
局
で
受
領
証
を
発
行
し
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
健
康
福
祉
課
窓
口

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
受
付
し
て
い
る
義
援
金　

▼
「
令
和
５
年
能
登
地
方
地
震
災
害

義
援
金
」

▼
「
令
和
５
年
台
風
第
２
号
等
大
雨

災
害
義
援
金
」
《
静
岡
県
》
《
茨
城

県
》
《
埼
玉
県
》
《
和
歌
山
県
》

●
受
付
期
間

▼
「
令
和
５
年
能
登
地
方
地
震
災
害

義
援
金
」　

９
月
29
日
（
金
）
ま
で

▼
「
令
和
５
年
台
風
第
２
号
等
大
雨

災
害
義
援
金
」　

《
静
岡
県
》
９
月
８
日
（
金
）
ま
で

《
茨
城
県
》
《
埼
玉
県
》
《
和
歌
山

県
》
９
月
29
日
（
金
）
ま
で

●
受
付
場
所
・
時
間　

▼
白
鷹
町
役
場
１
階
町
民
課　

▼
白
鷹
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

※
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

※
振
込
等
で
の
ご
協
力
方
法
は
、
日

　

本
赤
十
字
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

日
赤
白
鷹
町
分
区
事
務
局
／
健
康
福

祉
課
福
祉
係

☎
86

－

０
１
１
１

　

平
和
の
尊
さ
を
再
認
識
す
る
と
と

も
に
全
世
界
の
恒
久
平
和
を
願
い
平

和
祈
念
事
業
を
行
い
ま
す
。

●
い
つ　

８
月
15
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～

●
ど
こ
で　

白
鷹
町
ま
ち
づ
く
り
複

合
施
設　

駐
車
場
（
平
和
都
市
宣
言

記
念
碑
前
）

■
白
鷹
町
平
和
祈
念
事
業
を
行
い
ま
す

●
内
容　

平
和
都
市
宣
言
朗
読
（
二

十
歳
の
集
い
出
席
者
代
表
）
な
ど

《
お
願
い
》

　

平
和
へ
の
祈
り
を
込
め
た
折
鶴
を

受
け
付
け
ま
す
。
当
日
会
場
へ
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
総
務
係

☎
85

－

６
１
２
０

「再生可能エネルギー等設備」の設置を支援いたします

　白鷹町では再生可能エネルギーの利用を推進するため、太陽光発電設備や蓄電池設備、木質バイオマス

燃焼機器 ( ペレットストーブおよび薪ストーブ ) を設置される方に補助金を交付しています。これらの

設備の設置を検討されている方は、ぜひご利用ください。

対象設備 設備要件 住宅要件 補助金額 注意事項

太陽光発電設備 10kw 未満の太陽光発電設備を新

たに設置または増設

・居住用とし

ての建物（店

舗、事務所等

との併用は含

む。集合住宅

は含まない。）

・事業所のた

めに設置する

建物

太陽光発電設備の最大出力

（kwh）×2.5万円（上限10万円）

・着工の前に「事

前申込書」の提

出が必要です。

・FIT 認定を受

ける場合、受け

ない場合のいず

れも対象です。

蓄電池設備

（同時設置型）

10kw 未満の太陽光発電設備を新

たに設置する場合に、町交付要綱

に定める蓄電池設備を同時に設置

蓄電池設備の初期実効容量

(kW) ×５万円（上限 20 万円）

蓄電池設備

（単独設置型）

既設の太陽光発電設備で発電した

電気を蓄電するため、町交付要綱

に定める蓄電池設備を設置

蓄電池設備の初期実効容量

（kW）×５万円（上限 10 万円）

・着工の前に

「補助金交付申

請書」の提出

が必要です。木質バイオマス

燃焼機器

ペレットストーブまたは薪ストー

ブを設置

補助対象経費の実支出額×１/ ２

（上限 10 万円）

※導入する設備は未使用品に限ります。

※施工業者は山形県内に事業所または営業所を置く会社に限ります。

※補助金の活用を検討されている方は、着工される前に必ずご相談ください。（事前申込または交付申請

　の前に着工した場合、補助金の対象となりません）。

※詳細は町ホームページをご覧いただくか、担当へお問い合わせください。

【問い合わせ】 町民課くらし環境係　☎ 85-6131
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■
白
鷹
町
空
き
家
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

空
き
家
の
こ
と
で
お
悩
み
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
近
年
、
全
国
的
に
空
き

家
が
増
加
し
、
空
き
家
管
理
の
在
り

方
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

白
鷹
町
内
に
空
き
家
を
お
持
ち
の

方
、
自
宅
や
実
家
の
将
来
が
不
安
な

方
は
こ
の
機
会
に
何
で
も
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
相
談
は
事
前
申
込
制
で
す
。

●
い
つ　

８
月
14
日
（
月
）

　

午
前
９
時
～
12
時

●
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
大
会
議
室

●
対
象　

町
内
に
あ
る
空
き
家
の
所

有
者
、
管
理
者
の
方
（
空
き
家
を
所

有
す
る
見
込
み
の
方
を
含
む
）

●
参
加
団
体　

山
形
県
司
法
書
士
会
、

山
形
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
、
全

日
本
不
動
産
協
会

●
費
用　

無
料

●
申
込
期
限　

８
月
７
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

午
前
12
時
ま
で

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】　

建
設
課
都
市
・
住
宅
係

☎
85

－

６
１
４
０

■
白
鷹
町
産
業
フ
ェ
ア
２
０
２
３
開
催
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
店
者
を
募
集
し
ま
す

　

昨
年
秋
に
開
催
し
、
多
く
の
方
に

ご
来
場
い
た
だ
い
た
産
業
フ
ェ
ア
を

今
年
は
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

町
の
産
業
と
触
れ
合
え
る
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
を
準
備
し
て
多
く
の
方
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
い
つ　

11
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
ど
こ
で　

白
鷹
町
ま
ち
づ
く
り
複

合
施
設

【
出
店
者
の
募
集
に
つ
い
て
】

●
応
募
方
法　

事
務
局
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
出
店
料　
　

町
内
の
方　

２
千
円

※
た
だ
し
、
白
鷹
町
商
工
会
・
Ｊ
Ａ

山
形
お
き
た
ま
・
山
形
県
酪
農
協
・

（
一
社
）
白
鷹
町
観
光
協
会
の
会
員

で
あ
る
町
民
の
方
は
無
料
と
し
ま
す
。

●
応
募
期
限　

８
月
10
日
（
木
）　

●
そ
の
他　

臨
時
飲
食
店
の
営
業
許
可
申
請
手
数

料
は
、
産
業
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
で

負
担
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

白
鷹
町
産
業
フ
ェ
ア
２
０
２
３
事
務

局
（
白
鷹
町
商
工
観
光
課
内
）

☎
85

－

６
１
３
６

ふるさと応援制度（ふるさと納税）の返礼品事業者募集について

　町では、ふるさと応援制度を活用し、白鷹町の魅力発信や地元特産品の販売促進及び地元産業の活性化を

図るために、ふるさと応援寄附者への返礼品を提供していただける事業者を募集しています。

　ふるさと応援制度を通じて、自慢の商品を全国へ PR してみませんか。

▼返礼品の要件（①～③のいずれかに該当していること）

　①町内で生産または加工しているもの（例：町外生産の桃を町内で加工したジャム）

　②返礼品の半分以上が町内の原材料を使用しているもの（例：原材料として町内産トマトが半分以上使用

　　されたジュース）　※ 10 月１日より、下線部が７割以上となります。

　③町の魅力が体感できる商品や、町の PR につながる要素を持った商品（例：深山和紙や深山焼などの工

　　芸体験）

　※品質及び数量の面において安定供給が見込めること（予め期間や数量を限定することは可能）

▼申請方法

　・「事業者登録書」を記載の上、下記事務局までご提出ください。

　※申請用紙は QR コード、または町ＨＰの「ふるさと納税」バナーをクリックいただき、

　「返礼品事業者募集について」内よりダウンロードをお願いいたします。

　※メールや FAX 送信でも対応いたしますので、お気軽にお問い合わせください。

▼募集期間

　・随時応募を受け付けます。

▼問い合わせ

　白鷹町ふるさと応援制度事務局

　（商工観光課 観光交流係内）

　☎ 0238-85-6136　[FAX]0238-85-2509

▼メリット
・ふるさと納税サイト等で商品を全国に PR でき、
販路拡大につながります。
・人気返礼品となれば売上がアップし、リピー 
ター獲得につながります。
・手数料負担はなく、送料は町が負担します。

事業者登録書（PDF）
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ベ
テ
ラ
ン
農
家
を
講
師
に
招
き
、

プ
ラ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
家
庭
菜
園

の
講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も
気
軽
に

参
加
で
き
ま
す
。
お
子
様
の
参
加
も

大
歓
迎
!!
講
習
会
で
使
用
す
る
資
材

な
ど
、
費
用
は
す
べ
て
無
料
で
す
。

ま
た
、
秋
に
は
収
穫
し
た
野
菜
を
使

用
し
た
料
理
教
室
も
実
施
予
定
で
す
。

●
い
つ　

８
月
19
日
（
土
）　

　
　
　
　

午
前
９
時
～
11
時

●
ど
こ
で　

土
里
夢
館
お
よ
び
ど
り

い
む
農
園
直
売
所
前

■
家
庭
菜
園
の
ス
ス
メ
【
第
２
弾
】
の
開
催
に
つ
い
て

●
植
え
る
野
菜　

芽
キ
ャ
ベ
ツ
ま
た

は
コ
ー
ル
ラ
ビ

●
対
象　

白
鷹
町
内
の
方
、
20
組
ま

で
（
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
な
お
、

お
子
様
の
参
加
に
は
保
護
者
の
方
が

同
伴
く
だ
さ
い
。
）

●
申
込
締
切 

８
月
10
日
（
木
）
ま
で

●
そ
の
他 

白
鷹
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
詳

し
い
内
容
な
ど
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

農
林
課
農
業
振
興
係

☎
85

－

６
１
０
７

　

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
い
る
方
、

体
力
、
健
康
づ
く
り
に
興
味
が
あ
る

方
、
今
現
在
の
自
身
の
体
力
、
運
動

能
力
を
調
べ
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
い
つ　

８
月
26
日
（
土
）　

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
12
時

※
１
時
間
半
程
度
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

●
ど
こ
で　

白
鷹
町
武
道
館

●
対
象
者　

35
歳
～
49
歳
の
方

●
募
集
人
数　

30
名
程
度

●
持
ち
物　

内
履
き
・
タ
オ
ル
・
着

替
え

※
飲
み
物
は
準
備
い
た
し
ま
す
。

■
令
和
５
年
度
体
力
・
運
動
能
力
調
査
参
加
者
募
集
中
！

●
実
施
内
容　

握
力
、
上
体
起
こ
し
、

長
座
体
前
屈
、
反
復
横
跳
び
等

●
申
込
期
日　

７
月
31
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
ま
で

●
参
加
費　

無
料

※
申
し
込
み
は
白
鷹
町
教
育
委
員
会

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
ま
で
ご
連
絡
く

　

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
85

－

６
１
４
７

■
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
に
費
用
を
補
助
し
ま
す

♡♡♡
白鷹町婚活サポート委員会を紹介します

　結婚を希望する方へ、出会いのお世話

や出会いの場の提供などを企画する団体

です。ぜひ身近なサポート委員へご相談

ください。

氏　名 住　所 電話番号

鈴木　悦子 浅立 4066-3 ☎ 85-3239

菅　亜貴子 山口 3635-1 ☎ 85-4714

町田　幸子 横田尻 1134 ☎ 85-4801

向田　忠博 広野 1752 ☎ 85-4309

神保　玲子 鮎貝 3282 ☎ 85-3333

山川　孝治 中山 2490 ☎ 85-2370

江口　悦子 鮎貝 1126-10 ☎ 85-2918

菅　　きく 山口 2438 ☎ 85-4766

梅津美枝子 荒砥乙 2777-1 ☎ 85-3772

安彦とき子 鮎貝 1136-9 ☎ 85-1654

　毎週火曜日、ふれあいプランナーの菅 亜貴子

さんによる婚活相談会を実施しています。お気軽

にご利用ください。

♥場所　K`s Space（山口　喜多楼となり）

♥日時　毎週火曜日午後１時30分～８時

☆予定変更となる場合もあります。事前に電話予

　約いただくと確実に対応できます。

☆要相談にて火曜日以外にも利用可能です。

☆上記日時内であれば電話相談も可能です。

【相談・問い合わせ】

ふれあいプランナー　菅　亜貴子

☎090-4637-3805

婚活サポート委員会事務局（健康福祉課子育て支

援係内）☎86-0212

婚活応援室

　　 広報しらたか   2023. 7 12

町からのお知らせ



■
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
に
費
用
を
補
助
し
ま
す

　

地
震
発
生
時
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
の
倒
壊
に
よ
る
避
難
経
路
や
道

路
を
通
行
す
る
方
の
被
害
の
未
然
防

止
、
避
難
経
路
の
機
能
維
持
、
安
全

性
を
確
保
す
る
た
め
、
道
路
沿
い
に

面
す
る
倒
壊
の
お
そ
れ
の
あ
る
ブ
ロ

ッ
ク
塀
等
を
撤
去
す
る
場
合
に
、
そ

れ
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す

る
制
度
で
す
。

●
補
助
対
象
者　

①
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
所
有
す
る
方

（
個
人
に
限
る
。
）

②
白
鷹
町
に
住
所
を
有
す
る
方

③
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

④
令
和
６
年
の
２
月
末
ま
で
実
績
報

告
書
を
提
出
で
き
る
方

⑤
白
鷹
町
暴
力
団
排
除
条
例
（
平
成

24
年
条
例
第
１
号
）
第
２
条
第
２
号

に
規
定
す
る
暴
力
団
員
お
よ
び
同
条

第
３
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
等
で

な
い
方

●
補
助
の
対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀

①
白
鷹
町
内
に
あ
る
こ
と

②
道
路
か
ら
高
さ
が
１
メ
ー
ト
ル
以

上
あ
る
こ
と

③
道
路
等
に
面
し
地
震
等
で
倒
壊
の

恐
れ
の
あ
る
も
の
。

※
②
③
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
す
る
「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

点
検
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」
に
て

個
人
で
の
判
定
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
補
助
金
額　

①
補
助
対
象
経
費
（
補
助
事
業
に
要

す
る
額
）
の 

１
／
２

②
撤
去
す
る
塀
の
長
さ
１
メ
ー
ト
ル

当
た
り
３
万
円 

①
と
②
の
う
ち
い
ず
れ
か
低
い
額

（
上
限
10
万
円
）

※
鋼
製
フ
ェ
ン
ス
そ
の
他
こ
れ
ら
に

類
す
る
も
の
、
門
柱
又
は
門
扉
を
混

用
し
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
つ
い
て

は
、
鋼
製
フ
ェ
ン
ス
等
の
除
却
に
係

る
費
用
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

建
設
課
管
理
係

☎
87

－

０
７
８
４

白鷹町婚活サポート委員会を紹介します白鷹町婚活サポート委員会イベント情報
白鷹町婚活サポート委員会では、出会いの場を提供するために下記のイベントを企画しております。

ぜひご参加ください。

おいしい近場で「はじめまして」事業

　婚活サポート委員会では、町内飲食店と協力して、

独身者の方を対象に、気軽に参加できる出会いの場を

提供します。ぜひ、お友達と一緒にご参加ください。

令和５年度　第１弾

「板前直伝！旬の魚と夏野菜でちらし寿司を作って食

べよう！」

開催店：割烹　あかさか（白鷹町鮎貝 3898）

日　時：令和５年７月 30 日（日）午前 11 時 30 分～

対象者：35 歳～ 55 歳の独身男女　各５名

参加費：3,000 円　

内　容：ちらし寿司を作って食べて、食後に和菓子と

　　　　抹茶で会話を楽しむ。

申込先：白鷹町婚活サポート委員会事務局

　　　　（健康福祉課子育て支援係内）☎ 86-0212

メール：konkatu@so.town.shirataka.yamagata.jp

締　切：令和５年７月 20 日（木）

■
町
民
プ
ー
ル
を
一
般
開
放
し
ま
す

●
開
放
期
間

▼
７
月
15
日
～
17
日
・
22
日
・
23
日

▼
７
月
28
日
～
８
月
17
日

●
利
用
時
間

午
前
９
時
～
12
時
・
午
後
１
時
～
４
時

※
午
前
12
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は

閉
場
し
ま
す
。

※
７
月
28
日
は
、
第
60
回
白
鷹
町
小

中
学
校
お
よ
び
町
民
水
泳
大
会
の
た

め
、
午
後
１
時
か
ら
一
般
開
放
を
行

い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
85

－

６
１
４
７
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　電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響が大きい住民税非課税世帯に対

し「電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金」を支給します。

●給付金の支給額：１世帯あたり３万円　

●給付金の支給時期：町が確認書 (または申請書 )を受理した日から３週間後が目安です。

●支給の対象となる世帯、手続き方法：世帯の状況により、手続き方法が異なりますが、該当すると思われる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　世帯には、案内を順次お送りします。

白鷹町電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金について
　　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ】　健康福祉課福祉係　☎ 86-0111

●確認書・申請書の受付期間　令和５年12月14日（木）まで（必着）

●その他

・ＤＶを理由に避難している方で、給付金を受け取ることができる場合がありますので、お問い合わせください。

・確認書や申請書の内容が誤っている場合は、給付金の返還を求める場合があります。また、意図的に虚偽の

　確認をして給付金を受給した場合は詐欺罪に問われることがあります。

・この給付金は差押禁止等および非課税の対象となります。

【注意！！】給付金に関する「特殊詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください！

世帯の区分 対象となる世帯、手続き方法

「確認書」

が届く世帯

対象）令和５年６月 15 日において白鷹町に住民登録（住民票）があり、世帯全員の

令和５年度市町村民税均等割が非課税の世帯。

手続き）該当すると思われる世帯の世帯主あてに、７月初旬より「確認書」をお送りしてい

ます。必要事項を記入し、同封の返信用封筒で返送してください。８月初旬（予定）より、

順次振り込みます。

「申請書」の提出

が必要な世帯

対象）・世帯全員の令和５年度市町村民税均等割が非課税の世帯

・世帯の中に令和５年１月２日以降に町外から転入した方や、未申告の方がいる世帯

・令和５年４月以降、他市町村において価格高騰支援に基づく給付金等の支給を受けた方が

いない世帯

手続き）該当する可能性がある世帯には、「申請書」をお送りします。必要事項を記入し、

必要書類を添付のうえ、同封の返信用封筒で返送してください。確認後、順次振り込みます。

子育て世帯生活支援特別給付金を支給します
～ひとり親世帯でない方へ～

【問い合わせ】健康福祉課子育て支援係　☎ 86-0212

１.支給対象者

　下記の①～③に当てはまる方 (※ひとり親世帯分

の給付金を受け取った方を除く )

①令和４年度子育て世帯生活支援特別給付金を受給

　された方 ( 前回のひとり親世帯以外の低所得の子

　育て世帯分の支給対象であった方）

②児童手当を受給し、令和５年度分の市町村民税均

　等割が非課税の方

③令和５年３月31日時点で、18歳未満の児童（障

　がい児の場合は20歳未満）を養育する父母等

( ※令和６年２月末までに生まれた新生児等も対象

　になります。) であって、基準日 ( 令和５年１月

　１日 ) 以降の収入が急変し、市町村民税非課税相

　当の収入となった方

２. 支給額　　　
児童一人あたり　一律５万円　　

３.申請手続き

■支給対象者①および②の方：( 令和４年度子育て

世帯生活支援特別給付金を受給された方及び児童手

当を受給し令和５年度分の市町村民税均等割が非課

税の方 )

→申請は不要です。

　町からお知らせ (個別通知 )を送付します。その

後、令和４年度給付金支給口座または児童手当口座

等に支給します。受給拒否される方は受給拒否届出

書を提出してください。

◆支給対象者③の方： ( 家計急変者等 )

→申請が必要です。

　申請書の様式は健康福祉課子育て支援係にありま

すので、不明な点はお問い合わせください。

※詳しくは町ホームページでもお知らせいたします。
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児童扶養手当

●現況届の提出をお忘れなく

　手当を受給している方は、毎年８月中に現況届の提
出が必要になります。忘れずに、早めに提出ください。

■所得制限限度額

扶養親族
の数

本人の所得制限  配偶者 ・ 扶養義務者
（同居の直系血族および兄弟姉妹）  

 の所得制限全部支給 一部支給

０人 49 万円 192 万円 236 万円

１人 87 万円 230 万円 274 万円

２人 125 万円 268 万円 312 万円

※扶養親族の数が３人以上のときは、 １人につき 38 万円 
　  を加えた額になります。

■支給内容　今年度の支給月は奇数月で、２カ月分が支給
　されます。

児童の数 全部支給のとき 一部支給のとき

１人目 月額 44,140 円 月額 10,410 ～ 44,130 円     

２人目 10,420 円を加算 5,210 ～ 10,410 円を加算

３人目以降
（一人につき）

6,250 円を加算 3,130 ～ 6,240 円を加算

※所得限度額を超えた場合は、 一部支給となります。
※一部支給については、所得に応じてきめ細かく定め
　られています。

ひとり親の方や、親に代わって子どもを養育している方に対し、生活の安定・自立の

促進とともに、子どものすこやかな成長を願って支給されます。

■支給内容（４月、８月、11月の３期に分けて支給します。）

障害等級 １級 ２級

手当月額 53,700 円 35,760 円

●特別児童扶養手当を受給できる方

　20歳未満で精神または身体に障がいのある児童を

養育している父母または養育者。

※次の場合などは、対象になりません。

・対象児童が児童福祉施設などに入所している場合

・養育者の所得が一定額以上の場合

■所得制限限度額

扶養親族
の数

本人の所得制限
 配偶者・扶養義務者
（同居の直系血族および兄弟姉妹） 

 の所得制限

０人 459 万６千円 628 万７千円

１人 497 万６千円 653 万６千円

２人 535 万６千円 674 万９千円

※扶養親族の数が３人以上のときは、 １人につき 38 万円 
　  を加えた額になります。

●所得状況届の提出をお忘れなく

　手当を受給している方は、８月10日～９月11日ま

での間に所得状況届の提出が必要になります。後日、

該当する方に必要書類を送付しますが、所得状況届の

提出がないと８月分以降の手当を受けることができま

せん。忘れずに、早めに提出してください。

特別児童扶養手当
特別児童扶養手当は、精神または身体に

障がいのある児童の福祉増進のために支給されます。

各届出は期間内に

各届出は期間内に

忘れずに提出してね

忘れずに提出してね

児童福祉制度・手当についてのお知らせ

【詳しい手続・ご相談】健康福祉課子育て支援係　☎ 86-0212

●児童扶養手当を受給できる方

　18歳に達する年度末までの児童（心身に障がいが

ある児童は20歳未満）を養育しているひとり親家庭

（配偶者が一定程度障がいの状態にある場合も含む）

の父や母、または養育者

※次の場合などは、対象になりません。
・養育者の所得が一定額以上の場合
・養育者、対象児童が公的な年金を受けることがで
　きる場合
・対象児童が児童福祉施設などに入所している場合

●一部支給停止措置について

　手当を受けてから５年以上を経過した方（８歳未満

の児童を監護する方を除く）は、就労などの実績がな

い場合、手当額が２分の１に減額されます。該当する

方には適用除外のための届書を送付していますので忘

れずに提出してください。

※減額対象にならない場合がありますので、詳しくは健
　康福祉課子育て支援係までお問い合わせください。

●低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活

　支援特別給付金（ひとり親世帯分）について

■支給対象（次の①～③のいずれかに該当する方）

①令和５年３月分の児童扶養手当受給者の方、令和５年４月分の新規児童扶養手当受給者の方

② 公的年金等を受給していることにより、令和５年３月分の児童扶養手当の支給を受けていない方

（「公的年金等」には、遺族年金、障害年金、老齢年金、労災年金、遺族補償などが該当します。）

③ 食費等の物価高騰の影響を受けて家計が急変している、児童扶養手当を受給している方と同じ水準の収入の方

※上記②または③に該当する場合であっても、ひとり親世帯以外の低所得の子育て世帯対象の子育て世帯生活支援

　特別給付金の支給を既に受けている場合は、本給付金の支給は受けられません。

■支給内容　対象児童１人あたり５万円（県より支給）

　　　　　　※詳しくは厚生労働省ホームページをご覧ください。
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予約サイト

　～　新型コロナワクチン接種情報　～

   　　　令和５年春夏接種日程追加のお知らせ

令和５年春夏接種がまだお済みでない方について下記のとおり接種を行います。

■接種日程（予定）

令和５年８月１日 (火 )午後４時～（定員 50 名）

※受付時間の詳細は web 予約または電話予約の際にご

　確認ください。

■接種対象者について

○ 65 歳以上の方

○ 12 ～ 64 歳で基礎疾患を有する方、その他重症化リ

　スクが高いと医師が認める方　

○医療従事者・福祉施設等従事者

※いずれの対象者も初回接種（１回目、２回目）を終了

　し、前回の接種から３ヶ月以上経過していること

　上記の方で５月 23 日～６月 24 日までの期間に接種

　していない方

■使用ワクチン

　オミクロン株対応２価ワクチン（モデルナ社）

ワクチン接種についてのお問い合わせ先
　健康福祉課健康推進係【受付時間：月～金（祝日を除く）午前８時 30 分～午後５時 15 分】

☎ 0120-567-034 （フリーダイヤル）　または　☎ 0238-86-0210
～最新情報は、町ホームページでご確認ください。～

■予約方法
⇒ web（町ホームページまたは QR コードから）　

　での予約

◇令和５年７月 25 日（火）まで　※ 24 時間対応

⇒電話での予約

◇令和５年７月２５日（火）まで　

　フリーダイヤル 0120 － 567 － 034　　

　予約受付時間は月～金　午前９時～午後５時です。

■接種会場等　
受付：町健康福祉センター　接種会場：白鷹町立病院

※接種券がない方は発行しますので、下記フリーダイヤ

　ルまでお電話をお願いします。

※ web 予約の際は接種券番号が必要です。前回までの

　接種済証にも記載されています。

※令和５年秋冬接種につきましては国の方針により９月

　以降行う予定です。詳細は広報しらたか８月号（８月

　15 日発行）、町ホームページでお知らせします。

　　

やまがた ハッピー 　 検 索

クリック！

http://www.dsc-yamagata.jp/

　白鷹町では、結婚を目指している方や結婚につ

ながる出会い探しを応援するため次のように助成

を行います。

【助成の対象】

①やまがたハッピーサポートセンターが運営する

　マッチングシステム「Ai( あい )ナビやまがた」

　への入会登録料

②対象期間内に行われるセミナー等（※）の受講

　費用

※公的機関（都道府県、各市町村等）が主催する、

　成婚への結びつきや婚活でのスキルの向上に　

　つながる自分磨きセミナー等であること

【助成額】対象費用の半額（上限５千円）

【対象期間】令和６年３月 31 日まで

【申請条件】白鷹町に居住し、住民登録している方

申請方法など、詳細は下記にお問い合わせくださ

い。

問い合わせ：白鷹町婚活サポート委員会事務局

（健康福祉課子育て支援係内）☎ 86-0212

白鷹町出会いサポート事業

　県、全市町村、経済団体で組織する「やまが

たハッピーサポートセンター」では、ＡＩ機能

を持ち、自宅などからも利用することができる

新たなマッチングシステム「Ａｉ (あい )ナビ

やまがた」を導入し、結婚を希望される方を応

援します。

　20 歳以上でインターネット環境 ( パソコン

やスマートフォン )がある方なら、どなたでも

登録いただけます。（入会登録料１万円、登録

期間２年間）「出会いの機会がない」、「本気で

結婚を考えている」という方、まずはホームペー

ジをご覧ください。
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～熱中症対策とあわせて～

●感染症予防「マスク着用について」

　マスクの着用は、個人の判断となりましたが、重症化リスクの高い高齢の方と会う時や病院に行くときは、マス

クの着用が推奨されています。

　マスクを着けると皮膚からの熱が逃げにくくなり、気づかないうちに脱水になるなど、体温調整がしづらくなっ

て熱中症のリスクが高まりますので注意が必要です。

●感染症予防「換気について」

　感染防止のための対策として換気が引き続き大切です。エアコンを使用中でも、定期的に窓を開ける、廊下と居

室の間の戸を少し開けておく、など換気をしてください。

　「熱中症」とは、高温多湿な環境の中で、体内の水分

や塩分のバランスが崩れたり、体温の調節がうまくいか

なくなったりすることにより、体温上昇、めまい、だる

さ、ひどい時は、けいれんや意識障害などさまざまな症

状を起こす病気です。水分補給しながらしっかりと予防・

対策をしましょう。

７月は熱中症予防強化月間です !!
７月は熱中症予防強化月間です !!

熱中症にはご注意を！
熱中症にはご注意を！

■熱中症予防のために

◎暑さを避けよう！

・扇風機やエアコンで室温を調整

・遮光カーテンやすだれ、うち水を利用

・外出時には、日傘や帽子を着用

・屋外では日陰の利用、こまめな休憩　　

・通気性のよい、涼しい衣服を着用

・保冷剤や氷、冷たいタオルでからだを冷やす

◎こまめに水分を補給しよう！

　屋外でも、屋内でも、のどの渇きを感じていなくても、こまめに水分（水や麦茶など）を

とりましょう。

！ 「熱中症警戒アラート」

熱中症の危険性が極めて高いと予測される時に都道

府県ごとに発表されます。

外出を控える、エアコンを使用するなどの予防行動

を積極的にとりましょう。

■熱中症の症状 ■熱中症が疑われる人を見かけたら

・エアコンが効いている屋内や風通しのよい日陰

　など涼しい場所へ避難

・衣服をゆるめ、からだを冷やす (首の周り、わ

　きの下、足の付け根など )

・水分・塩分、経口補水液などを補給

※自力で水分がとれない、応答がおかしい時はためら

　わずに救急車を呼びましょう。

※お子さんや高齢の方は特に注意が必要です。

新型コロナ感染症だけでなく、麻しんや RS ウイル
スなどの感染予防にも注意が必要です
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☑将来の大きな支えになります！

　国民年金は 20 歳から 60 歳に達するまで

の方が加入し保険料を納める制度です。国が

責任をもって運営するため、安定しており年

金の給付は生涯にわたって保障されます。

☑老後のためだけのものではありません！

　国民年金は、年をとったときの老齢年金の

ほか、障害年金や遺族年金もあります。

　障害年金は、病気や事故で障害が残ったと

きに受け取れます。また、遺族年金は加入者

が死亡した場合、その加入者により生計を

維持されていた遺族（「子のある配偶者」や

「子」）が受け取れます。

  国民年金保険料免除等の申請について

　保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不測の事態が発生すると、障害基礎年金や遺族基礎年金

を受けられない場合があります。

　経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保険料の納付が免除・猶予となる「保険料

免除制度」や「納付猶予制度（50歳未満）」がありますので、町民課戸籍年金係の窓口で手続きをしてください。

　令和５年度分（令和５年７月分から令和６年６月分まで）の免除等の受付は令和５年７月１日から開始されてい

ます。また、申請時点の２年１カ月前の月分までさかのぼって申請することができます。

　失業等により保険料を納付することが経済的に困難になった方で、申請を忘れていた期間がある場合は、町民課

戸籍年金係または年金事務所へご相談ください。

～ 20 歳になった皆さんへ～　20 歳になったら国民年金

国民年金
からの

お知らせ

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

【問い合わせ】米沢年金事務所　☎ 0238-22-4220（自動音声）／町民課戸籍年金係　☎ 85-6129

学
生
納
付
特
例
制
度

☑「学生納付特例制度」

　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご

本人の所得が一定額以下の場合、世帯主の所

得にかかわらず国民年金保険料の納付が猶予

される制度です。対象となる学生は、学校教

育法に規定する大学、大学院、短期大学、高

等学校、高等専門学校、専修学校及び各種学

校（修業年限１年以上である課程）、一部の

海外大学の日本分校に在学する方です。

☑申請について

　「学生納付特例申請書」に在学期間がわか
る学生証の両面コピーまたは在学証明書の原
本を添付し、町民課戸籍年金係または年金事
務所に提出してください。

国
民
年
金
保
険
料
の
お
支
払
い

☑国民年金の保険料

　国民年金第１号被保険者及び任意加入被保

険者の 1 カ月当たりの保険料は 16,520 円

です。

　これらの保険料に加えて、毎月400円の保

険料を納めることによって、将来の年金額を

多く受け取れる制度があります（付加年金）。

☑「前納割引制度」があります！

　保険料をまとめて前払い（前納）すると、

割引が適用されるのでおトクです。

国
民
年
金
保
険
料
の
お
支
払
い

　国民年金は、年をとったとき、病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、働いて

いる世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。

　国民年金は、20歳以上60歳未満の方は加入することが義務付けられており、20歳になると日本年金機構

から国民年金加入のお知らせが届きます。

☑口座振替・クレジットカード・スマホ決済

　アプリでのお支払い

　口座振替を利用すると、金融機関等に行く

手間と時間がはぶけ、納め忘れも防ぐことが

できます。さらに、「早割（当月末納付）」や「前

納」で納めると、保険料が割引されます。

　令和５年２月 20 日から新たにスマー

トフォンアプリを利用した電子（キャッ

シュレス）決済ができるようになりました。

（auPAY、ｄ払い、PayB、PayPay、 楽天

ペイ対応）
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国民健康保険
　　　　　だより

【このページの問い合わせ先】
　　　　　　　町民課国保医療係 ☎ 85-6130

◆国民健康保険の加入・脱退は届け出が必要です

　退職等により国民健康保険に加入するときや、就職等により国民健康保険から脱退す

るときは届出が必要です。

　届出が遅れると、医療機関での受診に影響したり、保険料（税）が二重に課税された

りすることがありますので、速やかな届出をお願いします。

◆国民健康保険の被保険者証（保険証）の更新時期です

　現在お使いいただいている国民健康保険の被保険者証（保険証）の有効期限は、令和

５年７月31日までになっています。

　令和５年８月１日からご利用いただける新しい保険証は、世帯の

中の加入者全員分をまとめて世帯主宛てに７月の下旬に郵送します。

　令和５年８月１日から令和６年７月31日までの保険証の色は、「う

すだいだい色」です。

◆第三者の行為（交通事故等）でケガをしたときは、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　届出が必要です

　第三者の行為によるケガは、一般に第三者が治療費を負担するため、保険証は利用で

きませんが、「第三者行為による傷病届」を国民健康保険に提出することで、保険証を利

用して治療を受けることができるようになります。

　この場合、医療費を国民健康保険が一時的に立て替え

ている状態ですので、医療費に関する加害者への請求権

は、国民健康保険が持つことになり、治療後に国民健康

保険が第三者に治療費を請求します。

　ただし、すでに示談が成立したり、治療費を直接受け

取っているときは、保険証は使えませんのでご注意くだ

さい。

　マイナンバーカードをお持ちの方は、

オンラインでも届出できます。

　左記の QR コードから手続サイトに

アクセスできます。
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【問い合わせ】 町民課戸籍年金係　☎85-6129

マイナンバーカードについてお知らせマイナンバーカードについてお知らせ

マイナンバーカードの申請受付をスピカの店内で行いますマイナンバーカードの申請受付をスピカの店内で行います

町民課窓口での申請受付に平日お越しになれない方は、お買い物のついでに、マイナンバーカードの

申請をしてみませんか？

・期日　８月６日（日）

・時間　午後２時～４時　　・申請受付場所　スピカ店内（くつろぎスペース）

マイナンバーカードは受け取りましたか？マイナンバーカードは受け取りましたか？

申請はしたけど、平日窓口にお越しになれない方はいませんか？

マイナンバーカードを受け取ってからでないと、マイナポイントは取得できません。

下記の日程で日曜日に役場窓口を開庁します。来庁の際は事前予約が必要です。

・期日：７月 23 日（日）８月６日（日）・27 日（日） ・時間：午前９時～ 11 時 30 分　午後１時～３時

マイナンバーカードをお持ちの方へマイナンバーカードをお持ちの方へ

マイナポイントの申し込み（受け取り）はお済みですか？

最大 20,000 円分のマイナポイントは、令和５年２月末までマイナンバーカードを申請した方全員が対

象です。

20,000 円分の内訳は下記のとおりです。

▶カードの新規取得：最大 5,000 円分（20,000 円分のチャージまたは購入）

▶健康保険証利用申し込み：7,500 円分　　　

▶公金受け取り口座登録：7,500 円分

※ポイント申込期限（９月末）間際には窓口が混雑しますので、早めのカード受け取りにご協力ください。

※ポイント申込サイトも混雑することが考えられますので、カード受け取り後、早めのポイント申込みを

　お願いします。

※マイナンバーカード受け取り・マイナポイント申込等で窓口にお越しの際は、事前にお電話での予約を

　お願いいたします。（直接来庁されても予約の方が優先になり、お断りする場合がございます。）

　【予約電話】☎ 85-6129

ご自宅ご自宅にお伺いし、マイナンバーカード申請のお手伝いをいたします！にお伺いし、マイナンバーカード申請のお手伝いをいたします！

　マイナンバーカードを申請したいけど、外出することが困難で申請できない！とお困りの方はいらっ

しゃいませんか？

【対象となる方】

・75 歳以上または体が不自由で外出が困難な方でマイナンバーカードをまだ申請していないかた

【訪問期間】

・７月から 10 月までの期間で土日・祝祭日・月曜を除く平日に実施します。

【訪問時期と対象地域】

・毎月の上旬・・・東根地区

・毎月の中旬・・・荒砥、十王、鷹山地区

・毎月の下旬・・・蚕桑、鮎貝地区

～マイナンバーカード申請の際は以下の書類をご用意ください～

○本人確認書類

　運転免許証など顔写真付きの身分証明書＋健康保険証

　顔写真付きのものがない方は、健康保険証・年金証書・介護保険証など２点

〇マイナンバー通知カード（なくても大丈夫です。）

◎申請の時に写真を無料でお撮りします！

◎申請に要する時間は約 15 分です。

◎出来上がったマイナンバーカードは簡易書留で自宅へ郵送します。

　申請を希望する方は、希望の訪問時期を確認し、町民

課戸籍年金係☎ 85-6129 に電話して予約をしてくだ

さい。予約の際は、お名前、生年月日、住所、電話番号

をお伝えください。

マイナンバーカードの申請は常時、
町民課窓口で受付しております。
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がけ地近接等危険住宅移転事業のご案内

　がけ崩れ、土石流、地すべりなどの危険から生命の安全を確保するため、災害危険区域などの区域内

にある既存不適格住宅などからの移転を行う方に補助金を交付します。

事業対象住宅 （危険住宅）

次の（１）～（３）のいずれかに該当する区域内にある既存不適格住宅※

※「既存不適格住宅」とは、区域が指定された際に、その区域に存する住宅、または建築工事

　中であった住宅をいいます。

※次のような場合は原則として対象としません。

　　①住宅部分の床面積が延べ面積の１／２未満のもの

　　②企業などが所有している社宅、寮など

（１） 災害危険区域

　（急傾斜地崩壊危険区域および個別指定区域（地すべり、山崩れ、がけ崩れ）） 

（２） がけ地区域

　（以下の区域内の危険住宅で昭和 47 年 12 月以前に建築されたもの）

（３）土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）

補助の内容

補助対象
補助金の限度額

（令和５年度の場合）

除却等費 危険住宅の除却などに要する費用

　１戸あたり

　　　　　97 万５千円＋除却費用

引越費用等 97 万５千円
除却費用等３万１千円／㎡※

※令和５年標準建設費等通知に定める除却工事費
※年度ごと改正

建物助成費

危険住宅に代わる住宅の建設または

購入（これに必要な土地の取得を含

む。）に要する資金を金融機関などか

ら借り入れた場合において、当該借

入金利子（年利率 8.5% を限度とす

る。）に相当する額の費用

　
１戸あたり

　　　　　　421 万円

　　　　　　建物　　325 万円

　　　　 　　 土地　　　96 万円

　　　　         ※町内移転の場合

※移転を行う前年度に白鷹町建設課にご連絡をお願いします。

　（令和６年度に移転を行いたい場合は、令和５年８月 31 日まで）

※補助対象住宅の除却などや移転先住宅の建設または購入については、補助を受ける年度内に

　完了させる必要があります。

※建物助成費のみの補助は受けられません。

【問い合わせ】 白鷹町建設課都市 ・ 住宅係　☎ 85-6140

住宅が該当するか

わからない場合は

お問い合わせください。
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『おべんとうバスのかくれんぼ 』　真珠まりこ／作・絵　（ひさかたチャイルド）

　パッと目を引く真赤なバス。子ども達が大好きな遊びの要素を取り入れ、身近な存在を

テーマにしたお弁当のキャラクターがみんなでかくれんぼするかわいいお話です。「あそこに

隠れているのは誰？」「ハンバーグくん！」「たまごやきさん！」と指差しタッチであてっこし

たり、親子で、また、お孫さんとコミュニケーションしながらとても楽しく遊べる絵本です。

乳幼児向けの絵本ですが、厚紙使用で赤ちゃんが触っても安心なので嬉しいです。

（白鷹町社会教育委員　今野悦子）

《おすすめ図書》

◎白鷹町立図書館　　☎ 87-0217

◎開館時間 ： 午前９時～午後７時

◎休館日 ： 毎月第２ ・ 第４木曜日

　　　　　　　　  ８月は10日・24日

《新着図書》

新着図書 著　　者 新着図書 著　　  者

墨のゆらめき 三浦しをん 多肉植物を楽しむ 樋口　美和

鈍色幻視行 恩田　　陸 ややの一本　剣道まっしぐら！ 八槻　綾介

終わりのない日々 セバスチャン・バリー ひみつのおまけだね（絵本） 松田もとこ

音楽と生命
坂本　龍一
福岡　伸一

ふわふわ（絵本） 村上　春樹

メメンとモリ ヨシタケシンスケ 黒部の谷の小さな山小屋（絵本） 星野　秀樹

( 掲載しているのは新着図書の一部です。）

行こう！行こう！図書館に図書館に

ＥＥnglish おはなしの会nglish おはなしの会
〈日時〉８月 18 日（金）午後６時～６時 40 分

〈場所〉中央公民館　

　　　 ミーティングコーナー

《イベント》

雑誌・本のリサイクルフェア
◆期日：７月 29 日（土）から

　　　　８月 31 日（木）まで　

◆場所：白鷹町立図書館

※ 1人５冊まで　なくなり次第終了

来館者総数 10 万人突破記念　
　　　　　　　　　　　図書館まつり

８月４日 ( 金 ) 夜の図書館まつり
◆対象：小学生 先着 20 名 

◆時間：午後７時～８時 15 分　

◆場所：町立図書館 　中央公民館大会議室　

◆内容：「夜の図書館たんけんクイズ」　　

　　「ちょっと こわ～い おはなし」　

　　「びっくり！ 虫博士のおはなし」

　　「星のものがたり」「うれしいプレゼント！」

８月５日 ( 土 ) 昼の図書館まつり
＜幼児の部 ( 小学校入学前のお子さん )＞◆先着 10 組

◆時間：午前 10 時～ 10 時 30 分

◆場所：中央公民館ミーティングコーナー　　

◆内容：「虫博士のおはなし」 「絵本の読み聞かせ」「う

　　　　れしいプレゼント！」

＜小学生の部＞◆先着 30 名

◆時間：午前 10 時～ 10 時 40 分

◆場所：中央公民館 大会議室

◆内容：「わくわく・どきどき・じーんとする読み聞か

　　　　せ」　「うれしいプレゼント！」

★申し込みは７月25日まで町立図書館に☎87-0217

どちらか
選んでね｝

　司書体験をしてみませんか
◆日時：８月６日（日）

　　　　午前の部 10 時～ 11 時 30 分

　　　　午後の部  ２時～３時 30 分

◆場所：白鷹町立図書館

◆募集対象と人数

　　　　小学３年生～６年生

　　　　各部３名　計６名（先着順）　　　

◆申込方法：申込み用紙を図書館に提出し

　　　　　　てください。申込用紙は各小

　　　　　　学校・図書館にあります。

◆申込受付け開始：７月 20 日（木）
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第 55 回

読書感想文コンクール ならびに 絵本のミニ感想
募 集

【問い合わせ】白鷹町立図書館　☎ 87-0217

募集対象 募集区分 応募方法 応募点数

①小学校・中学校の

　児童・生徒
読書感想文

応募票を添付し、各学校を

通じて応募してください。

各学級１点程度

（未発表のもの）

②県立荒砥高等学校の

生徒および白鷹高等専

修学校の生徒

読書感想文

※左記以外の高校生　

は、一般の部に応募し

てください。

応募票を添付し、各学校を

通じて応募してください。

※左記以外の高校生は  図

書館に応募してください。

各学級１点程度

（未発表のもの）

②一般 読書感想文
応募票を添付し、図書館に

応募してください。
（未発表のもの）

③幼児

［コンクールではなく 

 自由応募］

読み聞かせをした時の

つぶやきや表情、気づ

かされたことなどをま

とめた文章

応募用紙に書いて、図書館

に応募してください。
（未発表のもの）

●締切日　９月 15 日（金）

●応募票・応募用紙は、図書館にあります。

民具から学ぶ今とこれから民具から学ぶ今とこれから

　あゆみしるがプレオープンしてから今月で２年が経ちました。企

画展とワークショップを開催することはもちろん、こども園から高

等学校まで、教育の場でもご利用いただく機会が増えました。

　６月には東北芸術工科大学の学生さんたちが授業で訪れ、わらじ

を悪戦苦闘しながら編みました。先生方は「自分で履物を作れる喜

びがある」、「靴にはない自由がある」と、自給するための技術や民

具に、今の生活にはない可能性を見出しておられました。その高揚

感を学生さんも感じとり、熱心に見学してくれました。

　今後もあゆみしるでは、昔とこれからの社会を考えられる民具と

白鷹の歴史をお伝えしていきます。

白鷹町大字十王

　　　　　2558 番地 1

☎ 88-7160

開館日 ： 金 ・ 土 ・ 日

時　間 ： ９時～ 17 時

み
ん
な
で

つ
む
ぐ

物　

語

わらじ作りの様子
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昔
の
埋
葬
は
土
葬
が
一
般
的
で
昭

和
30
・
40
年
代
ま
で
続
い
て
い
ま
し

た
。
昭
和
37
年
の
町
報
に
は
火
葬
炉

新
築
と
霊
柩
車
の
写
真
が
載
っ
て
い

ま
す
が
、
自
動
車
の
登
場
ま
で
は
お

神
輿
に
似
た
お
棺
（
左
記
写
真
参
照
）

で
出
棺
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
頃
の

葬
式
の
「
内
手
伝
い
」
に
つ
い
て
３

人
の
会
員
（
横
田
尻
・
萩
野
・
十
王
〔
実

家
ま
た
は
母
方
の
実
家
に
つ
い
て
）
〕

に
尋
ね
て
み
ま
し
た
。

土
葬
の
思
い
出

さ
ん

談会

土葬で使ったお棺

町歴史民俗資料館所蔵

（旧笠松地区の墓地）

　

葬
式
で
は
、
男
衆
が
穴
掘
り
な
ど

の
外
手
伝
い
、
隣
組
の
女
子
衆
は
内

手
伝
い
で
賄
い
を
担
当
し
ま
し
た
。

内
手
伝
い
は
家
主
か
ら
何
十
人
、
百

何
十
人
前
の
食
事
を
頼
ま
れ
る
と
通

い
帳
（
家
主
が
後
日
支
払
う
）
で
買

い
物
を
し
、
年
長
者
に
必
ず
お
伺
い

を
立
て
て
準
備
を
進
め
ま
し
た
。
料

理
は
注
文
通
り
に
用
意
し
た
の
で
余

ら
な
い
よ
う
に
と
皆
に
食
べ
て
も

ら
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
葬
儀
の
あ
っ
た
家
の
親
戚

の
女
性
は
漬
物
や
野
菜
、
干
し
物
を

持
ち
寄
っ
た
と
言
い
、
こ
の
よ
う
な

時
に
備
え
て
沢
山
の
保
存
食
を
作
っ

て
い
ま
し
た
。
葬
儀
屋
の
な
か
っ
た

時
代
、
皆
で
助
け
合
っ
た
と
３
人
は

語
っ
て
い
ま
し
た
。

（
白
鷹
町
史
談
会
（
対
談
者
）　

 

竹
田
伊
智
子
・
長
澤
千
惠
子
・

 

嶋
林
淳
子
）
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日 曜日 料 理 名

３ 月
ごはん ,牛乳 ,ウィンナーカレー揚げ , 切り干し大根煮 ,
もずくスープ

４ 火
ごはん ,牛乳 ,タンドリーチキン ,ほうれん草のミモザ風
ソテー ,厚揚げのみそ汁

５ 水
コッペパン ,牛乳 ,スパゲッティナポリタン ,カラフルサ
ラダ ,米粉の豆乳シチュー

６ 木
ごはん ,牛乳 ,豚肉のスタミナ炒め ,ツナ入り小松菜のお
ひたし ,春雨スープ

７ 金
七夕献立：ポークカレー ,牛乳 ,星型ハンバーグ ,中玉ト
マト ,七夕クレープ

10 月
ごはん ,牛乳 ,チキンメンチカツ ,マカロニサラダ ,たけ
のこのすまし汁

11 火 麺の日：冷やし中華 ,牛乳 ,棒餃子 , アセロラゼリー

12 水
食パン ,牛乳 ,モーカフライ ,カミカミサラダ ,ミネスト
ローネ ,チョコクリーム (中学のみ）

13 木
ごはん ,牛乳 ,ひじき入り厚焼き玉子 ,炒めビーフン ,豆
腐スープ ,白鷹産大豆の納豆

14 金
白鷹産米沢牛給食：牛丼 ,牛乳 ,ほうれん草のごま和え ,
かぼちゃとなすのみそ汁 ,茹でとうもろこし

18 火
ごはん ,牛乳 ,いわしのごま味噌煮 ,切り干し大根のソー
ス炒め ,わかめのみそ汁 ,ソフール ( 中学のみ）

19 水
セレクト給食：山形県産米粉コッペパン ,牛乳 ,チーズイ
ンサラダ，カレースープ、彩り野菜とキャベツのミンチカ
ツ or 鮭メンチカツ

20 木
ごはん,牛乳,イカよせフライ,トマトとチーズのマリネ,
緑黄色野菜のスープ

21 金
小学校のみ：ごはん ,牛乳 ,鶏と根菜の平つくね ,切り昆
布煮 ,もやしの味噌スープ

24 月
小学校のみ：ごはん ,牛乳 ,さばの割烹漬 ,春雨サラダ ,
玉ねぎと厚揚げのみそ汁

25 火
ごはん,牛乳,鶏肉のレモン漬け,キャベツのおかか和え,
小松菜のみそ汁 ,すいか

26 水
食パン ,牛乳 ,ハンバーグケチャップソース ,コーンと海
藻のサラダ,コンソメスープ,スライスチーズ(中学のみ）

27 木
中学校のみ：ごはん ,牛乳 ,さば味噌マヨネーズ焼き ,ゆ
うがおのそぼろ煮 ,鶏ごぼう汁

給食に思いを込めて――

７月の予定献立表

ちょうりじょうゆうびん

　７月の給食では、２種類の主菜から選択して食
べる『セレクト給食』を実施します。今回は、「鮭
メンチカツ」と「彩り野菜とキャベツのミンチ
カツ」のどちらかを選んでもらいます。事前にそ
れぞれの料理の栄養価や特徴を紹介したプリント
を配布します。セレクト給食を通して、さまざま
な情報をもとに食品を選択する力を養ってほしい
と思います。
　また、町内産の夏野菜が旬を迎え、給食でもた
くさんの地元食材を使わせていただけます。生産
者の方々の思いのこもった食材を、美味しく調理
して子どもたちに届けたいと思います。

－おらほの食材－　
米・さやいんげん・キャベツ・きゅうり・小松菜・ズッ

キーニ・玉ねぎ・なす・にんにく・ピーマン・夕顔・

かぼちゃ・トマト・おくら・じゃが芋・すいか・と

うもろこし・納豆・みそ　など

※この他、毎日牛乳が１本付きます。　 
※材料の都合により、献立を変更する場合があります。 
※児童・生徒のご家庭には事前に配布しています。また、町の
　HP にも掲載していますのでそちらもあわせてご覧ください。 
※材料調整や手配の都合上、この時期の掲載となります。
　ご了承ください。　

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

荒高スポーツ祭を開催荒高スポーツ祭を開催

荒高掲示板  

スポーツ祭を開催

高校囲碁選手権山形大会

力のこもった綱引き

　荒高三大行事の一つである「ス

ポーツ祭」が、６月 15 日（木）

に開催されました。全校生徒が 

「赤軍」「白軍」に分かれ、計６種

目行い、大いに盛り上がりました。

赤軍のダンス♪

高校囲碁選手権高校囲碁選手権
　　　　　　　山形大会にて上位入賞 　　　　　　　山形大会にて上位入賞 

安久津春加（２年）　女子個人戦

　準優勝　（全国大会出場！！）
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地域包括支援センター ℡86-0112

　認知症高齢者の方が、徘徊などで家に戻れなくなったり、行方不明となっ　認知症高齢者の方が、徘徊などで家に戻れなくなったり、行方不明となっ

たときに、早期に発見できるよう、高齢者の方の情報を事前に登録し高齢者たときに、早期に発見できるよう、高齢者の方の情報を事前に登録し高齢者

ご本人の安全とご家族への支援をする事業です。ご本人の安全とご家族への支援をする事業です。

おでかけ見守りおでかけ見守り
事前登録制度について事前登録制度について

　◆　◆利用できる方利用できる方

　　　　認知症等により徘徊や行方不明になるおそれのある、在宅で生活する高齢者とその家族の方認知症等により徘徊や行方不明になるおそれのある、在宅で生活する高齢者とその家族の方

　◆　◆利用の手続き利用の手続き

　　　　①登録を希望される方は、白鷹町地域包括支援センター係もしくは担当ケアマネジャーにご連絡ください。①登録を希望される方は、白鷹町地域包括支援センター係もしくは担当ケアマネジャーにご連絡ください。

　　②地域包括支援センター係の職員がご自宅にうかがい、手続きについてご案内いたします。　　②地域包括支援センター係の職員がご自宅にうかがい、手続きについてご案内いたします。

　　◆◆行方が分からなくなったとき行方が分からなくなったとき

　　①行方不明者の届出（警察署に、　　①行方不明者の届出（警察署に、ためらわず連絡連絡しましょう。）しましょう。）

　　②登録情報の提供（登録された情報を長井警察署および山形県警察本部へ提供します。その情報をもとに　　②登録情報の提供（登録された情報を長井警察署および山形県警察本部へ提供します。その情報をもとに

　　　警察署は捜索を開始します。）　　　警察署は捜索を開始します。）

　　◆◆無事が確認できたとき無事が確認できたとき

　　　高齢者ご本人が自力で帰宅したり、ご家族や関係者が発見した場合は、すみやかに長井警察署に連絡し　　　高齢者ご本人が自力で帰宅したり、ご家族や関係者が発見した場合は、すみやかに長井警察署に連絡し

　　てください。　　てください。

～日頃から、近所の方に声をかけておくことも大切です。～～日頃から、近所の方に声をかけておくことも大切です。～

※詳しくは白鷹町地域包括支援センター係までお問い合わせください。※詳しくは白鷹町地域包括支援センター係までお問い合わせください。

　　
あんぜん×あんしん

町民課くらし環境係  ☎ 85-6131 ／長井警察署  ☎ 84-0110 ／白鷹西駐在所  ☎ 85-2029 ／白鷹東駐在所  ☎ 85-2046

運動の重点

≫青少年の健全育成といじめ・非行及び犯罪被害防止 

≫子どもと高齢者の交通事故防止・飲酒運転の撲滅

≫海・山・川での事故防止

≫身近な犯罪等の防止

－令和５年度－－令和５年度－

“明るいやまがた”夏の安全県民運動“明るいやまがた”夏の安全県民運動

　夏は長期休暇や暑さによる気のゆるみや疲労が出や

すくなること、海や川でのレジャーの機会が増えるこ

となどから交通事故や水の事故等が多くなり、また、

青少年の非行や身近な犯罪等も多くなる傾向です。

　これらの事故等を防止するとともに、青少年の健全

な育成を図りましょう。

実  施  期  間

７月 21 日（金）～８月 20 日（日）７月 21 日（金）～８月 20 日（日）

令和５年度防犯功労者表彰令和５年度防犯功労者表彰

　小形英雄さんは、永年にわたり防犯協会活動に携わり、関係機

関と連携を図りながら、地域一帯の防犯活動を指導し、自主防犯

意識の高揚、啓蒙に寄与された功績が称えられ、防犯功労者とし

て表彰されました。

山形県防犯協会連合会会長山形県防犯協会連合会会長
　　　　　　　　　山形県警察本部長連名表彰を受賞　　　　　　　　　山形県警察本部長連名表彰を受賞

表
彰
状
を
掲
げ
る
小
形
さ
ん

　鷹山支部１位・東根支部２位　～令和４年無事故・飲酒運転しない事故防止コンクール～
　

　長井署管内において、地区民の事故・違反等がもっとも少ない支部として、鷹山支部が１位、東根支部

が２位となりました。鷹山支部は２年連続の１位です。地区の皆さまの日頃の交通安全への取り組みの成

果です。これからも、 みんなで交通事故防止を推進しましょう！
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●主な動静

月　日 行　　事　　名

６月 1日

集落支援員委嘱状交付

置賜地方町村監査委員協議会定期総会

食と農村交流施設に係る懇談会

６月２日
山形県森林協会通常総会

第１回県及び市町村長・ 議長会議

６月３日 やまがた森の感謝祭２０２３

６月４日 白鷹町消防団春季消防演習

６月８日
第４回白鷹町議会定例会 （初日 ・ 本会議）

予算特別委員会

６月９日 医療行政関係者連絡会

６月 11日 水林おくまん様 ・ 祭礼 （宮内熊野大社）

６月 12日 産業建設常任委員会

６月 13日 総務厚生常任委員会

６月 14日 日本赤十字社山形県支部評議員会

６月 15日

全員協議会

ふるさと森林公園再整備特別委員会

議会運営委員会

第４回白鷹町議会定例会 （最終日 ・ 本会議）

月　日 行　　事　　名

６月 16日
自衛隊山形地方協力本部長来庁

林野庁長官への施策提案活動 （東京都）

６月 17日 第 26 回桶川べに花まつり （埼玉県）

６月 19日 山形県緑の少年団連盟理事会及び総会

６月 20日
令和６年度白鷹町重要事業要望に係る県議会議員への説明会

山形県水源林造林協議会総会

６月 21日
東北電力長井電力センター新旧所長来庁

白鷹ライオンズクラブ最終例会

６月 22日
白鷹町戦没者追悼式

山形県国土調査推進協議会定例総会

６月 23日

地域おこし協力隊退任式

令和６年度白鷹町重要事業要望会（置賜総合支庁長）

白鷹町国際交流協会総会 ・ 会員交流会

６月 25日 白鷹町史談会総会

６月 26日
白鷹町交通安全対策協議会総会

白鷹町社会福祉協議会歓送迎会

６月 27日
山形県市町村職員共済組合第１７８回組合会

山形県市町村職員互助会第１５回総代会

６月 28日 置賜地方町村会町村長研修会（徳島県 ： ３０日まで）

●町長交際費
支出日 区分 支出額 内　　　容

６月９日 御初穂料 5,000 円 水林おくまん様祭礼

６月 15日 献花 20,000 円 町議会議員親族弔慰生花

６月 15日 献酒 3,260 円 白鷹運送倉庫起工式並びに安全祈願祭

支出日 区分 支出額 内　　　容

６月 15日 献酒 3,912 円 朝日連峰夏山開き式典

６月 20日 御祝 5,000 円 白鷹ライオンズクラブ最終例会

計 37,172 円

６ 月 の「町長交際費」と「町長の主な動静」 問  総務課総務係　☎85-6120

［ 中央公民館展示案内 ］

●予約受付日　日曜～金曜日（丸印の日）

※利用する際は、前日までご予約ください。ただし、

　当日午後１時以降の便を利用する場合は、当日

　午前９～ 11 時まで予約すれば利用可能です。

●受付時間　午前９時～午後５時

日 月 火 水 木 金 土

① ② ③ ④ ５

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 11 12

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ 19

⑳ ㉑ ㉒ ㉓ ㉔ ㉕ 26

㉗ ㉘ ㉙ ㉚ ㉛

デマンドタクシー
運行・予約受付カレンダー

８月

デマンドタクシー予約センター　☎ 85-0365

　１階町民ラウンジで
　　　展示しています。

《書道コーナー》

【期間】６月１日から

　　　　７月 31 日まで

　山田　香泉 さん（荒砥）

　柴田　美恵 さん（十王）　

　松野　伊勢 さん（十王）
書
・
松
野　

伊
勢
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情報アラカルト

白鷹町役場　☎８５- ２１１１
募

集

●
試
験
会
場　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
白
光
園 

地
域
交
流
棟

●
申
込
受
付
期
間　

８
月
１
日
（火
）

～
９
月
14
日

（木
）

※
高
校
生
の
受
付
は
、
９
月
５
日

（火
）
か
ら
と
な
り
ま
す
。

※
受
付
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で

（土
・
日
・
祝
日
も
可
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

社
会
福
祉
法
人
白
鷹
福
祉
会 

法
人
本
部
事
務
課　

白
鷹
町
大
字
鮎
貝
１
０
８
番
地　

☎
85

－

１
５
１
１

※
当
会
は
、
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
企
業

と
し
て
「
く
る
み
ん
」、
女
性
活
躍

推
進
企
業
と
し
て
「
え
る
ぼ
し
」
の

認
定
、
ま
た
、
職
員
の
人
材
育
成
や

勤
務
環
境
等
の
改
善
に
繋
が
る
取
組

が
評
価
さ
れ
「
や
ま
が
た
認
証
介
護

事
業
者
」
の
認
証
を
受
け
る
な
ど
働

き
や
す
い
職
場
環
境
と
な
っ
て
い
ま

す
。

※
こ
の
募
集
の
ほ
か
、
契
約
職
員
も

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

み
の
方
も
含
む
）

・
昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方

※
介
護
員
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
等
で
の
介
護
職
、
支
援
員
は
、
障

害
者
支
援
施
設
等
で
の
利
用
者
支
援

の
仕
事
で
す
。

【
業
務
員
】

・
危
険
物
取
扱
者
乙
種
第
４
類
資
格

を
有
す
る
方
（
令
和
６
年
３
月
末
日

ま
で
に
当
該
資
格
を
取
得
見
込
み
の

方
も
含
む
）

・
昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方

【
事
務
員
】

・
学
校
教
育
法
に
定
め
る
短
期
大
学

卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
方
（
令

和
６
年
３
月
末
日
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
方
も
含
む
）

・
昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方

【
全
職
種
共
通
の
応
募
資
格
】

・
普
通
自
動
車
第
一
種
運
転
免
許
を

有
し
て
い
る
方
（
令
和
６
年
３
月
末

日
ま
で
に
当
該
資
格
を
取
得
見
込
み

の
方
も
含
む
）

●
試
験
日　

９
月
23
日

（土
）

●
試
験
内
容　

作
文
、
面
接
、
性
格

適
性
検
査

※
事
務
員
に
つ
い
て
は
、
教
養
試
験

（
基
礎
能
力
）
も
行
い
ま
す
。

　
　

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ

●
募
集
種
目

①
一
般
曹
候
補
生

②
自
衛
官
候
補
生

●
応
募
資
格　

▼
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方
（
32
歳

の
方
は
条
件
有
。
防
衛
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
）

●
受
付
期
間

①
は
７
月
１
日
か
ら
９
月
５
日

②
は
７
月
１
日
か
ら
８
月
31
日

 

【
自
衛
隊
プ
チ
広
報
展
in
白
鷹
を

  

開
催
し
ま
す
】

●
い
つ　

８
月
２
日
（
水
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
ま
で

●
ど
こ
で　

白
鷹
町
中
央
公
民
館

●
内
容　

車
両
展
示
、
活
動
写
真
パ

ネ
ル
展
示
、
災
害
関
係
装
備
展
示
、

お
仕
事
説
明
コ
ー
ナ
ー　

等

※
部
隊
の
都
合
に
よ
り
一
部
変
更
に

な
る
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
。
予
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
自
衛
隊
米
沢
地

域
事
務
所
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】

自
衛
隊
米
沢

地
域
事
務
所

☎
０
２
３
８

－

23

－

０
０
１
１

  

令
和
６
年
度
採
用
の
社
会
福
祉
法
人

  

白
鷹
福
祉
会
職
員
を
募
集
し
ま
す

●
募
集
内
容

・
介
護
員
お
よ
び
支
援
員　

６
名
程
度

・
業
務
員　

１
名

・
事
務
員　

１
名

●
応
募
資
格

【
介
護
員
お
よ
び
支
援
員
】

・
学
校
教
育
法
に
定
め
る
高
等
学
校

卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
方
（
令

和
６
年
３
月
末
日
ま
で
に
卒
業
見
込

　
　
　

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に

　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　　

い
た
だ
い
た
け
れ
ど
必
要
な
い
、

食
べ
き
れ
な
い
、
家
庭
で
眠
っ
て
い

る
も
っ
た
い
な
い
食
品
が
あ
れ
ば
フ

ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
ぜ
ひ
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

●
い
つ　
　

７
月
26
日
（
水
）　

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
５
時

●
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
ラ
ウ
ン
ジ

●
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
対
象
食
品　

▼
未
開
封
で
、
包
装
が
破
損
し
て
い

　

な
い
も
の

▼
賞
味
期
限
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、

　

１
ヶ
月
以
上
あ
る
こ
と

▼
常
温
保
存
で
き
る
も
の

▼
商
品
説
明
が
日
本
語
表
記
の
も
の

《
具
体
例
》
缶
詰
、
ビ
ン
詰
、
乾
物
、

調
味
料
（
醤
油
、
み
そ
、
砂
糖
、
食

用
油
な
ど
）、
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
、
お

米
、
乾
麺

●
食
材
支
援
先

▼
な
な
い
ろ
の
会
（
地
域
食
堂
）

【
問
い
合
わ
せ
】

ご
み
ゼ
ロ
の
日
実
行
委
員
会
代
表　

加
藤

☎
０
９
０

－

４
０
４
６

－

０
８
９
６
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な
つ
か
し
い
し
ら
た
か
の
味
を

　

味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

忘
れ
ら
れ
な
い
、
忘
れ
た
く
な
い

伝
え
た
い
夏
バ
ー
ジ
ョ
ン
「
し
ら
た

か
の
味
」
を
、
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
た
く
「
し
ら
た
か
の
味　

な
な
い
ろ
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
い
つ　

８
月
５
日
（
土
）　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分

●
ど
こ
で　

つ
ど
い
の
場　

な
な
い

ろ
（
荒
砥
乙
３
２
７

－

３
）

●
献
立　

夏
の
し
ら
た
か
の
味

※
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
料　

金　

５
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
】

支
え
あ
う
地
域
づ
く
り
な
な
い
ろ
の
会

☎
０
８
０

－

１
８
１
５

－

３
２
８
９

 

白
鷹
陽
光
学
園 

第　

回

 

夏
ま
つ
り
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

５
月
８
日
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
５
類
へ
移
行
さ
れ
ま

し
た
が
、
万
全
を
期
し
て
「
白
鷹
陽

光
学
園
夏
ま
つ
り
」
の
一
般
公
開
は

中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
度
も
地
域
の
皆
さ
ま
へ
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
て 

「
打
ち
上
げ
花

火
」
の
み
実
施
い
た
し
ま
す
。
日
時

は
７
月
22
日
（
土
）
午
後
７
時
30
分

打
ち
上
げ
の
予
定
で
す
。

　

見
学
に
あ
た
っ
て
は
、
陽
光
学

園
、
旧
は
っ
ぴ
ー
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
敷
地
内
に
は
立
ち
入
り
で

き
ま
せ
ん
。
ご
自
宅
等
で
ご
覧
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

尚
、
路
上
駐
車
に
よ
る
見
学
も
交
通
事

故
防
止
の
た
め
に
お
控
え
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

白
鷹
陽
光
学
園　

齋
藤
・
紺
野

☎
85

－

３
０
３
０

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
セ
ミ
ナ
ー 

 

入
会
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
て
、

暮
ら
し
の
片
付
け
セ
ミ
ナ
ー
な
ら
び

に
入
会
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
い
つ　

８
月
29
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
ま
で

●
ど
こ
で　

長
井
・
西
置
賜
地
域
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
長
井
市
清

水
町
一
丁
目
25
番
地
１
号
）

●
対
象　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
関
心
の
あ
る
60
歳
以
上
の
方

●
定
員　

20
名

●
料
金　

無
料

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

公
益
社
団
法
人　

長
井
・
西
置
賜
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
８

－

84

－

４
５
３
５

　
　

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備

　
　

講
習
会
案
内　

●
講
習
日
時

▼
「
乙
種
第
４
類
」

９
月
４
日
（
月
）
お
よ
び
９
月
５
日

（
火
）、
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時
30
分
ま
で
【
定
員
80
名
】

※
講
習
会
は
２
日
間
と
な
っ
て
い
ま

す
。

●
場
所　

長
井
市
置
賜
生
涯
学
習
プ

ラ
ザ

●
講
習
申
込
期
限　

７
月
24
日

（月
）

～
８
月
25
日

（金
）
ま
で

※
先
着
順

※
講
習
会
案
内
お
よ
び
申
込
書
の
配

布
場
所
は
西
置
賜
行
政
組
合
消
防
本

部
、
消
防
署
、
各
分
署
に
設
置
し
て

お
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

西
置
賜
行
政
組
合
消
防
本
部
予
防
課

☎
88

－

1
7
9
7

消
防
署
白
鷹
分
署

☎
85

－

5
2
4
2

　

　
　

ま
だ
ま
だ
や
れ
る

　
　

就
職
面
談
会
２
０
２
３

●
い
つ　

７
月
24
日
（
月
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
ど
こ
で　

長
井
市
生
涯
学
習
プ
ラ

ザ　

大
研
修
室

●
参
加
企
業　

60
歳
以
上
の
方
を
未

経
験
で
も
採
用
で
き
る
職
種
で
求
人

募
集
し
て
い
る
長
井
・
西
置
賜
管
内

に
就
業
場
所
が
あ
る
事
業
所

●
参
加
対
象
者　

新
規
学
校
卒
業
予

定
者
を
除
く
一
般
求
職
者
（
60
歳
未

満
の
方
も
参
加
可
能
）

【
問
い
合
わ
せ
】

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
井

☎
０
２
３
８

－

84

－

８
６
０
９

　
　

弁
護
士
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎

　
　

特
別
措
置
法
無
料
相
談
会

●
い
つ　

７
月
29
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

●
ど
こ
で　

山
形
県
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー　

第
４
・
５
研
修
室

●
内
容　

集
団
予
防
接
種
で
Ｂ
型
肝

炎
に
な
っ
た
人
と
そ
の
家
族
を
対
象

に
し
た
弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

【
問
い
合
わ
せ
】

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟　

新
潟
・
山
形

・
福
島
事
務
所

☎
０
２
５

－

２
２
３

－

１
１
３
０

　
　
　

長
井
税
務
署
か
ら
の

　
　
　

お
知
ら
せ

【
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明

会
お
よ
び
登
録
要
否
相
談
会
】

　

税
務
署
で
は
、
事
業
者
の
方
を
対

象
に
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説

明
会
お
よ
び
登
録
申
請
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

説
明
会
等
は
、
事
前
予
約
制
に
よ

り
、
定
員
（
15
名
）
に
な
り
次
第
、

受
付
を
終
了
し
ま
す
。

●
い
つ　

① 

７
月
27
日
（
木
）
午
前
10
時
～

正
午

② 

７
月
27
日
（
木
）
午
後
１
時
30

分
～
３
時

※
①
は
消
費
税
の
仕
組
か
ら
知
り
た

い
方
向
け
の
説
明
会
で
す
。

※
会
場
駐
車
場
は
、
利
用
台
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
の
交
通

機
関
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
ど
こ
で　

長
井
税
務
署　

会
議
室

　

長
井
市
四
ツ
谷
１

－

７

－

15

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

長
井
税
務
署　

調
査
部
門

☎
84

－

１
８
１
０
（
代
表
）

※
音
声
案
内
「
２
番
」
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。

28
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地
震
防
災
対
策
の
現
状
調
査
に

　

係
る
住
民
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
に

　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

大
規
模
地
震
に
よ
る
被
害
は
、
主

に
津
波
・
揺
れ
・
火
災
に
大
別
さ
れ

ま
す
。
そ
れ
ら
の
被
害
に
対
し
て
、

避
難
施
設
の
整
備
や
建
築
物
の
耐
震

化
等
の
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
津
波
か
ら
い
ち
早
く
避
難

す
る
意
識
の
徹
底
や
、
日
頃
か
ら
の

備
え
の
再
確
認
を
し
、
い
ざ
と
い
う

時
に
迷
わ
ず
行
動
で
き
る
よ
う
に
し

て
お
く
こ
と
も
、
被
害
の
軽
減
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
内
閣
府
で
、
今
後
の
防

災
対
策
に
活
か
す
た
め
、
日
頃
の
防

災
意
識
や
対
策
等
に
関
す
る
調
査
を

実
施
し
ま
す
。
１
人
で
も
多
く
の
方

に
ご
回
答
い
た
だ
き
た
く
、
ぜ
ひ
ご

意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

本
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
通
し
て
、
皆

さ
ま
一
人
一
人
が
防
災
意
識
を
高
め
、

日
頃
か
ら
の
災
害
へ
の
備
え
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

●
回
答
フ
ォ
ー
ム

h
t
t
p
s
:
/
/
e
n
.
s
u
r
e
c
e
.
c
o
.
j
p
/

kaiko2023

　　

主催：しらたか旅先案内人・白鷹町観光協会　　後援：白鷹町

しらたか旅先案内人養成講座受講者募集

募集範囲：町内外を問わず白鷹町内で活動可能な方

申込方法：白鷹町観光協会（電話：86-0086）まで

　　　　　電話で申し込みください。

申込締切：７月 31 日（月）　

　　　　　※受講料は無料です。

　「しらたか旅先案内人」は、町の風光明媚な自然や

歴史文化遺産を観光客に紹介案内する観光ボランティ

アガイドです。町内観光地の案内のほか、ミーティン

グ、勉強会、会員の親睦研修会などを行っています。

会員の募集を行うにあたり、「しらたか旅先案内人養

成講座」を開講いたしますので、ぜひ参加ください。

白鷹町のおもしろい

ところを勉強しよう！

期　日 内　容　（講師） 場　所

第１回 ８月 26 日（土） 講習：白鷹町の観光概要　　（町観光協会） 町中央公民館

第２回 ９月９日（土） 講習：白鷹町の史跡、文化財　　（町教育委員会） 町中央公民館

第３回 ９月 16 日（土） 現場講習：瑞龍院（高玉）　　（旅先案内人） 現地

特別企画
９月 23 日（祝・土）or
９月 24 日（日）

鮎まつり体験 現地

第４回 ９月 30 日（土） 現場講習：荒砥城址、荒砥鉄橋、丈六地蔵　（旅先案内人）現地

第５回 10 月 7 日（土） 講習：しらたか旅先案内人の活動状況等 町中央公民館

講座日程等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（講習時間は各回午後１時 30 分～３時です）

回答フォーム

QR コード
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月 火 水 木 金 土

なないろ にじ なないろ にじ なないろ

24 25 26 27 28 29

モルック
200 円

レクリエーションと茶話会
200 円

アップ （UP) 体操教室
200 円

百歳体操とおにぎり会食
300 円

31 8/1 2 3 4 5

料理教室

200 円 + 実費 300 円

うたって免疫力アップ
300 円

アップ （UP) 体操教室
200 円

百歳体操と茶話会
200 円

7 8 9 10 11 12

うたって免疫力アップ
300 円

レクリエーションと茶話会
200 円

アップ （UP) 体操教室
200 円

休み
（お盆休み）

14 15 16 17 18 19

休み
（お盆休み）

休み
（お盆休み）

アップ （UP) 体操教室
200 円

百歳体操と茶話会
200 円

なないろ食堂
大人 300 円
子ども　無料

21 22 23 24 25 26

うたって免疫力アップ
300 円

レクリエーションと茶話会
200 円

アップ （UP) 体操教室
200 円

百歳体操と茶話会
200 円

●「つどいの場なないろ」、「つどいの場にじ」について

　・ボランティア団体「支えあう地域づくり なないろの会」が運営す

　　るつどいの場で、町の介護予防事業として位置づけしています。

　・65 歳の方であればどなたでも参加できます。予約不要です。

●開催場所／開催時間

　なないろ：荒砥乙 327 番地の３／毎週月・木曜日 午前 10 時～ 12 時

　にじ：鮎貝 2833 番地１／毎週火・金曜日　午前 10 時～ 12 時

●問い合わせ

　支えあう地域づくり　なないろの会　☎ 080-1815-3289

　「なないろ食堂」を開催します

　・子どもから高齢者の方まで、どなたでもお越しいただけます。

　・時間は午前 11 時 30 分～午後 1時 30 分です。

　おすすめ事業のご紹介　～７月 31 日（月）料理教室～

　おうちでも簡単、一緒にじゃがいもコロッケづくりをしましょう。

　※通常より早い 9時 30 分からの開催となりますのでご注意ください。

～身近な居場所で健康づくりと仲間づくりをしませんか～

　白鷹町介護予防事業「つどいの場にじ」・「つどいの場なないろ」カレンダー　白鷹町介護予防事業「つどいの場にじ」・「つどいの場なないろ」カレンダー

のどかカフェ開催日のお知らせのどかカフェ開催日のお知らせ

　認知症のかたやご家族をはじめ地域のかた

等、誰もが気軽に参加できる場「のどかカ

フェ」。お茶をしながら参加者同士の会話を

楽しんでいます。ひとりで抱え込まないで、

気分転換しませんか。

○来月の開催日　※予約不要です。

　８月 23 日（水）午後２時～３時 30 分

○所在地

　荒砥甲 373 番地の８（ちょぼらの家）

○問い合わせ

　白鷹町地域包括支援センター係 ☎ 86-0112

荒砥駅内紅の里 SHOP

ギャラリー企画展

【問い合わせ】（一社）白鷹町観光協会☎ 86-0086

「藍染の世界」
　藍染の原料となる”すくも”の生産日本一の徳島県
上板町。
　徳島県で受け継がれる伝統工芸の一つでもある藍染
作品を展示・販売いたします。
　受け継がれる匠の技と美しい藍の世界をご堪能くだ
さい。

期間：８月５日 ( 土 ) ～８月 27 日 ( 日 )

場所：荒砥駅内紅の里

　　　　 SHOP ギャラリー

時間：午前 10 時～午後４時

●
実
施
期
間　

７
月
１
日
（
土
）
～

８
月
31
日
（
木
）
（
終
了
予
定
）

※
回
答
の
際
、
左
記
の
点
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

・
回
答
は
1
人
１
回
限
り
と
な
り
ま

す
。

・
回
答
の
途
中
で
、
回
答
状
況
を
一

時
保
存
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
選
択
式
の
設
問
は
該
当
す
る
選
択

肢
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
記
述
式
の
設
問
は
可
能
な
限
り

具
体
的
に
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

・
回
答
内
容
は
、
個
人
が
特
定
で
き

な
い
形
で
取
り
ま
と
め
、
今
後
の
防

災
対
策
の
検
討
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

【
「
地
震
防
災
対
策
の
現
状
調
査
に
係

る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
メ
ー
ル
で

の
お
問
い
合
わ
せ
・
ご
意
見
・
ご
要

望
に
つ
い
て
】

内
閣
府
政
策
統
括
官
（
防
災
担
当
）

付
参
事
官
（
防
災
計
画
担
当
）
付

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
（https://

w
w

w
.b

o
u

sai.g
o

.jp
/k

yo
ik

u
/

questionnaire/qa.htm
l

）問い合わせ

フォーム

QR コード
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 ８月 の子育てページ

つぶやき

よつばこども園

●乳幼児健診

会　場：子育て支援センターにこぽーと

持ち物：母子健康手帳、バスタオル、問診票、交換用

　　　　オムツ、その他お子さんに必要なもの

※対象の方には郵送でご案内します。

※受付時間は個別にお知らせします。

※問診票と母子健康手帳の「保護者の記録｣を必ず記

　入しておいでください。

※お子さんが当日具合が悪かったり、１週間以内に

　人にうつる可能性のある病気にかかったりしたと

　きは、事前に電話などでご連絡ください。

問い合わせ：子育て世代包括支援センター

　　　　　（健康福祉課健康推進係内）☎86-0210

期日 健診 対象児

２日

（水）

３カ月児 令和５年４月生まれ

９カ月児 令和４年 10 月生まれ

24 日

（木）
３ 歳 児 令和２年１月～３月生まれ

●すくすく発達相談会

　子どもの発達発育に詳しい専門家（公認心理師）に

よる、ことばや発達などの個別相談会を開催します。

会　場：健康福祉センター

※ご希望の方は予約が必要になりますので、担当まで

　ご連絡ください。

問い合わせ：子育て世代包括支援センター

　　　　　（健康福祉課健康推進係内）☎86-0210

期日 時間 対象

24日
（木）

午前９時～ 12 時
（一人１時間程度）

幼児からおおむね 12 歳
までの児童とその保護者

●マタニティママ＆パパサロン（要予約）
　妊娠中のママとパパで集まり、出産、子育てについ

てお話ししたり、学んだりするサロンです。

内　容：①ママ＆パパトーク

　　　　②マタニティライフの過ごし方＋お産の話

　　　　③妊娠中の栄養を学ぼう

　　　　④あかちゃんのお世話を練習しよう！ など

会　場：子育て支援センター「にこぽーと」

申し込み：８月16日（水）まで

問い合わせ：子育て世代包括支援センター

　　　　　（健康福祉課健康推進係内）☎86-0210

期日 時間 対象

18日
（金）

午前１0 時～ 11 時 30 分
（受付：午前９時 50 分）

妊婦さんとそのご家族

●母子健康手帳の交付

　お母さんとお子さんの健康を守るために、妊婦さ

ん全員に交付しています。

　随時交付いたしますが、保健師が留守の場合があ

りますので事前に電話等でご連絡ください。

※妊娠届出書に個人番号（マイナンバー）の記入と

　本人確認が必要になります。届出時は、下記の①、

　②いずれかをお持ちください。

①個人番号カード②個人番号通知カードと妊婦本人

の確認ができるもの（運転免許証、パスポートなど）

場所：健康福祉センター　

問い合わせ：子育て世代包括支援センター

　　　　（健康福祉課健康推進係内）☎86-0210

●子育て支援センター「にこぽーと」あそび広場

利用時間：午前９時30分～午後３時30分

休館日：毎週土曜日

［８月の予定］

期日 時間 イベント

２日（水） 午前９時45分～11 時 身体測定①

４日 （金） 午前９時45分～11 時 身体測定②

16 日（水）
午前 10 時 30 分
～ 11 時 30 分

たんぽぽの会
“絵本読み聞かせの日”

29 日（火） 午前９時45分～11 時 制作活動

31 日（木） 午前11時15分 ～ 誕生会（誕生児要予約）

問い合わせ：子育て支援センター「にこぽーと」

　　　　　　☎87-0083

子ども俳句　「べにばな」
　昨年の年長児から受け継いだ紅花の種を育てようと畑

作りから始まった紅花活動です。一粒ずつていねいに種

を蒔き、出てきた芽や大きくなってきた葉を観察し目を

輝かせています。花が咲いた時の子どもたちの反応が楽

しみです。今年は Tシャツの紅花染めにも挑戦し、素敵

な紅色に染めあげました。

 「みずあげる いっぱいのんでね べにばなさん」

 「べにばなは はっぱもはなも ちくちくだ」

 「もみもみと じゃぶじゃぶしたら べにいろに」

 「べにぞめで もみもみしたら ぴんくいろ」
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●窓口業務時間延長（午後７時まで）

毎週月曜日（祝日の場合は翌開庁日）

　　　
●弁護士相談

日時：２日（水）午後２時10分～４時10分

場所：老人福祉センター「八乙女荘」

※相談日の前々日午後５時までにご予約ください。

問い合わせ：白鷹町社会福祉協議会　☎86-0150

●婚活応援室

日時：毎週火曜日　午後１時30分～８時

会場：「K's space」（山口・喜多楼となり）

問い合わせ：健康福祉課子育て支援係　☎86-0212

●農業委員会

総会開催日：25日（金）午後３時～

受付締切日：10日（木）

問い合わせ：農業委員会農地調整係　☎85-6128

●山形県救急電話相談

小児救急（15歳未満）：

プッシュ回線・携帯電話＃8000 、ダイヤル回線・

IP 電話・PHS023-633-0299

大人の救急（15歳以上）：

プッシュ回線・携帯電話＃8500 、ダイヤル回線・

IP 電話・PHS023-633-0799

日時：毎日午後６時～翌朝８時

 ８月 の窓口延長・相談日・開催日

 8月 の健康カレンダー

●乳がん・子宮頸がん検診

受付時間：午後１時～１時30分

※検診の案内は検診日の約３週間前に郵送します。

※送迎は８月23日のみです。ご希望の方はお電話

　でお知らせください。

※同日検診、乳がん・子宮頸がん検診のご案内は、

　検診日の約３週間前に郵送します。

期日 対象地区 場所

８月 10 日（木）
鷹山

南陽検診センター８月23日（水）※

８月 30 日（水） 鮎貝

●令和５年度同日検診のお知らせとお願い
①受付時間は午前７時30分～９時40分です。

②バスによる送迎を希望する方は申し込みが必要です。

　詳しくは、問診票送付時にご案内します。

＜鮎貝地区の同日検診日程＞

期日 対象地区 場所

８月 24日（木） 鮎貝１、 ２、 12、 13

鮎貝地区コ

ミュニティ

センター

８月 25日（金） 鮎貝３～７

８月 28日（月） 鮎貝８～ 11

８月 29日（火） 鮎貝 14、 15、 深山、 高岡

□注意
①健康保険証を持参してください。

②肝炎ウイルス検診は、40歳以上で今まで受けたこ

　とのない方が対象です。肝炎ウイルス検診受診券　

　( 無料券 ) をお持ちの方は、保険証と一緒に持参し

　てください。

③国民健康保険以外の方で、特定健診を希望される方

　は、受診券と保険証を持参してください。

●「運動で自分磨きプログラム」

内　容 期日と会場

姿勢すっきり！
ピィラティス

７ ・ 21 日 （月） 午後２時～３時

健康福祉センター

金曜日の
筋活レッスン

18 日 （金） 午後２時 30 分～３時 30 分
鮎貝地区コミュニティセンター

月イチの
体幹リセット

21 日 （月） 午後７時 30 分～８時 30 分
健康福祉センター

参加費：無料

定　員：各回 25 名　

※初めて参加する方は、事前に健康推進係へ申込書の提出

　が必要です。

●健診結果説明会
　健診結果の見かたや生活習慣病の予防のポイントに

ついて、健診結果説明会を開催します。

期日 対象地区 場所

８月 31日（木） 蚕桑地区 蚕桑地区コミュニティセンター

時間：午前10時～ 11時（受付９時30分）

持ち物：健診結果の入った封筒一式

　　　　健康手帳 (お持ちの方 )

※動きやすい服装でご参加ください。

【健康カレンダーに関する申し込み・問い合わせ】

健康福祉課健康推進係　☎ 86-0210
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表紙の写真

　愛真こども園で行われた、「人権七夕」

の様子を撮影したもの。園児たちはそれ

ぞれに書いた短冊を、「願い事叶うとい

いな」「絶対叶うよ！」とつぶやきなが

ら、ゆらりと揺れる短冊を見つめていま

した。

編 集 後 記

Editorial Note

戸籍の窓 ６月１日～ 30日申出／戸籍の窓に載せたい方は、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

小関　敦広（51） 萩野

横山　德一（75） 荒砥甲

菅原　文子（95） 荒砥乙

小林　直樹（82） 横田尻

佐藤　　宮（78） 横田尻

新納　清一（70） 荒砥甲

小林　文子（91） 畔藤

●おくやみ

小林　長次（81） 十王

岩澤　進一（74） 深山

佐藤ます子（85） 中山

海老名　健（90） 十王

竹田ハルヨ（91） 萩野

土屋てるゑ（96） 箕和田

舩山　はな（91） 菖蒲

●まちの人口

　（令和５年６月 30 日現在／ （　） は前月比）

 ・ 人口　12,590 人 （▲ 27）

　    　　 　　男性　6,228 人 （▲７）

 　  　　　　　女性　6,362 人 （▲ 20）

 ・ 世帯数　4,694 戸 （▲７）

※住民基本台帳に基づく人口です。

●こんにちは赤ちゃん

髙橋　　仁
じん 吉将

広野
岐子

新野　日
ひ ま り

毬
学

箕和田
美雪

五十公野　凪
なぎ

英明

葵
鮎貝

五十公野　澪
みお

（　　　）

（　　　）

（　　　）

▼６月26日に町立図書館が、令和元年のリニューアル

オープン以来、来館者数10万人を突破しました。コロ

ナ禍であった３年間を踏まえても、驚異的なスピードで

の10万人突破となり、皆さんから愛される図書館とし

て現在に至っています。図書館では子どもからお年寄り

まで、すべての来館者が楽しめるように、さまざま工夫

を凝らした企画、展示、イベントを行っています。広報

しらたか内の「図書館に行こう」でも毎月のイベント情

報やおすすめ図書などを紹介していますのでぜひご覧く

ださい。また、10万人突破記念イベントも企画されて

いますので奮ってご参加ください。（詳細は本号22頁）

梅雨明けを待つ季節、雲の間から射す日差しが強く、ム

ンムンとした空気。夏本番が近づいてきました。昨年ま

で縮小や中止になっていた夏のイベントが、どんどん開

催される予定です。熱中症に気をつけながら、白鷹の夏

を楽しみましょう。（こだま）
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■
森
林
に
つ
い
て

▼
須
田
さ
ん

　

昔
林
業
に
従
事
し
て
い
る
頃
は
、

町
内
各
地
の
山
で
作
業
し
、
山
小

屋
や
近
く
の
家
に
泊
ま
り
込
み
で

植
林
や
下
刈
り
な
ど
を
行
っ
て
き

た
。
そ
の
時
、
手
を
か
け
た
木
が

現
在
伐
期
に
達
し
て
き
て
い
る
。

作
業
を
し
て
い
る
当
時
は
何
も
感

じ
な
か
っ
た
が
、
今
は
感
慨
深
い

も
の
が
あ
る
。
大
切
に
育
て
て
き

た
木
を
活
か
し
て
、
そ
し
て
次
世

代
に
つ
な
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

▼
小
形
さ
ん

　

森
林
は
生
活
の
一
部
で
、
子
ど

小形　儀一さん
畔藤財産区　議長

昭和 23 年深山生まれ。30 代までの約 20 年間
白鷹町森林組合で林業に従事し、その後も農
業に従事しながら地域の林業を支える。
平成 27年７月～令和元年６月 :認可地縁団体
鮎貝自彊会副理事長
令和元年７月～令和５年６月 : 認可地縁団体
鮎貝自彊会理事長

【認可地縁団体 鮎貝自彊会】
　昭和 29年町村合併時に財団法人として旧鮎
　貝村の山林管理を目的に設立。法人改革に
　より認可地縁団体鮎貝自彊会となる。団体
　は国内有数の森林所有者（約 2,700 ヘクタ
　ール）であり、これまで森林財産を活用し
　て地域に大きな貢献を行ってきた。

昭和 25 年畔藤生まれ。山菜、キノコなどに詳
しく町内各地の山を熟知。現在も町内各地の
山を飛び回る。
平成 26 年～平成 30 年：畔藤財産区副議長
平成 30 年～現在：畔藤財産区議長
【畔藤財産区】
　明治 22 年東根村合併時に旧畔藤村の山林
　管理を目的に設立。現在の杉沢区、町下区、
　小山沢区、広野区が対象区域となっている。
　所有する約 870 ヘクタールの森林は、人工
　林が多く、県内有数の森林所有者である。

もりもり

森森林林とと共共にに

― 通年特集 ― 森林と共に【第６回】

も
の
こ
ろ
か
ら
山
仕
事
を
す
る
の

は
当
た
り
前
だ
っ
た
。
学
校
林
の

薪
運
び
や
下
刈
り
、
大
人
に
な
る

と
組
山（
隣
組
で
所
有
す
る
山
林
）

の
下
刈
り
な
ど
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
森
林
に
関
わ
っ
て
き
た
。
財

産
区
議
長
に
な
っ
て
か
ら
も
、
こ

れ
ま
で
育
て
て
き
た
木
を
活
か
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
で
財
産
区
有

林
の
活
用
を
進
め
て
き
た
。
特
に

ナ
ラ
枯
れ
な
ど
は
木
が
高
齢
化
す

る
こ
と
に
よ
り
虫
が
つ
き
、
発
生

す
る
こ
と
か
ら
、
広
葉
樹
の
更
新

伐
採
を
行
い
地
域
環
境
の
保
全
に

も
配
慮
し
た
施
業
を
進
め
て
き
た
。

■
森
林
・
林
業
の

　
　

今
後
に
期
待　

　
　
　
　

す
る
こ
と

▼
須
田
さ
ん

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
森
林
を
守

る
た
め
、
そ
し
て
次
の
世
代
に
続

い
て
い
く
た
め
、
関
係
者
が
連
携

し
て
、
伐
っ
た
ら
植
林
し
、
森
林

の
保
全
に
努
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
環

境
の
面
か
ら
も
森
林
の
保
全
は
重

要
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
感
じ
て

い
る
。

広
報
し
ら
た
か
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E-mail:kikaku@so.town.shirataka.yamagata.jp  

編
集
と
発
行
／
白
鷹
町
企
画
政
策
課

広
報

し
ら
た
か
は
再
生
紙

を
使

用
し
て
い
ま
す
。

須田　信一さん
鮎貝自彊会前理事長

未来へつなぐ植栽活動

——
  

森
林
所
有
者
に
聞
く

森
林
所
有
者
に
聞
く  ——

▼
小
形
さ
ん

　

昭
和
30
年
代
は
、
山
に
は
樹
木

が
立
っ
て
お
ら
ず
、
雪
解
け
水
に

よ
り
す
ご
い
鉄
砲
水
が
発
生
し
て

町
内
あ
ち
こ
ち
で
災
害
に
見
舞
わ

れ
た
覚
え
が
あ
る
。
現
在
は
、
こ

の
よ
う
な
事
が
な
い
の
も
森
林
の

保
水
機
能
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

引
き
続
き
健
全
な
森
林
を
守
っ
て

い
っ
て
ほ
し
い
。




